
閲　　覧　　設　　計　　書　（　電　子　入　札　）

まで

時間については、告示または入札通知書により確認のこと

～

担 当 上下水道事務所

そ の 他

予 定 価 格
（ 税 抜 ）

¥59,250,000.-

開 札 日 令和８年１０月２６日

閲 覧 期 間 令和８年１０月２日 令和８年１０月２３日

工 事 名 配水管布設工事　第８号

工 事 箇 所 矢板市長井地内

工 期 令和９年３月２６日



設計

理由

配水管布設工 DIP(GX)φ150 46.28 ｍ
配水管布設工 DIP(GX)φ200 32.02 ｍ
橋梁添架水管橋設置工（L=30.05m） 一式
仕切弁設置工 φ200 4 基
仕切弁設置工 φ150 2 基
レジンコンクリート弁室設置工 一式
土工 一式

設計書用紙（乙） 　栃 木 県 矢 板 市

工事金額 金 円

　　  内   訳

工事価格 金 円

消費税相当額 金 円

予 算 額

査 定 額

設計額

請負額 前 設 計 額

請負率 請 負 額

設計額
に 対 す

る

請負額 増 減 額

令和８年度

実施
前回

査　定　額

実　施　設　計　書

今回
変更

市　単
の

予　算　額

増減額

設計概要

増 減 額

矢板市長井地内

市道及び県道道路改良に伴い、本工
事を要す。

に対する

施工
方法

配水管布設工事　第８号

R9.3.26
工期

工事延長　L=108.35m

理　　由

限り

条件付
一般競
争入札



 

位 置 図 
工 事 名：配水管布設工事 第８号 

工事箇所：矢板市長井地内 



配水管布設工事　第８号（矢板市長井地内） 矢板市上下水道事務所

項 目 項 目

工 事 ・占用位置、土被り等、計画に沿って十分注意し、凹凸配管になら 仮 設 備 ・仮設備の構造及び施工方法は、施工計画書に明示したうえで、監
関 係 　ぬよう管を布設し、転圧埋め戻し作業を行うこと。 関 係 　督員と協議すること。

・制水弁筺等は、適切な位置及び高さに設置すること。 ・工事表示等保安施設については、所定の位置に設置し、夜間にお
・掘削については、道路使用許可（矢板警察署、矢板消防署）をと 　いても遠方から確認できるようにすること。また、常に巡回を行
　ること。 　い、安全確認を行うこと。特に交差点付近の工事となる場合は、

　万全を期すこと。
工 程 ・工事着手前に施工計画書を提出し、監督員と協議すること。 ・掘削深が深くなるところについては、適切に土留め等を設置する
関 係 ・工事に何らかの支障があり、工程が遅れる場合、監督職員と協議 　こと。

　すること。 建設副産物 ・建設副産物関係については下記のとおりとする。
・近隣住民とよく協議し施工すること。 関 係 　１．建設残土

　　(１)処分方法：　指定処理（Ｂ)
用 地 ・測量杭、境界杭等（白杭、青杭）は、工事車両、建設機械等で動 　　(２)運搬距離：　　８．０ 　km
関 係 　かさぬよう確実に養生すること。（施工上、支障となる場合は、 　※捨土処理報告書を作成し、監督員に提出するものとする。

　控えをとること。） 　※日曜、祭日、夜間の捨土は原則禁止とする。
・施工上、個人の土地に立ち入らなければならない場合は、土地所 　２．建設廃材
　有者の許可を得ること。 　　(１)Ａｓ・Ｃｏ塊

　　(２)運搬距離：　　12.9　km
公 害 対 策 ・作業中の騒音、振動については、できる限り配慮すること。 　※塊は３０cm未満に破壊し、中間処理施設に搬入すること。
関 係 ・原則として日曜、祭日等の作業は避けること。 　　(１)Ａｓ切削汚泥

・残土運搬時、路上に落ちた土砂等の清掃を行うこと。（特に搬入 　　(２)運搬距離：　　21.4　km
　先の路上） 　※廃材処理報告書を作成し、監督員に提出するものとする。
・当該工事により、付近の家屋、工作物等に被害を及ぼす恐れがあ 　※建設廃棄物処理委託契約を処理業者と締結し、契約書の写しを
　るところは、着工前に外観調査（写真等を含む）を行うこと。 　　建設副産物処理承認申請書に添付すること。

　※マニフェストＥ票の写しを竣工図書に添付すること。
安 全 対 策 ・施工の安全確保の徹底を図るため、作業員全員による定期的な教 ・再生資源利用〔促進〕計画書の提出
関 係 　育、訓練等を実施すること。（労働災害防止） 　　　工事を実施するにあたり、再生資源利用〔促進〕計画書を施

・工事車両の出入り口及び建設機械の旋回には、誘導員を配置する 　　工計画書に添付するものとし、計画書の実施状況については、
　こと。 　　再生資源利用〔促進〕実施書を作成して、工事完了後速やかに
・交通車両及び歩行者の安全対策には、特に留意し、必要に応じ交 　　実施書及びＣＤ－Ｒを発注者に提出すること。
　通誘導員の配置を行うこと。（第三者に対する安全対策） 　　　なお、監督員の承諾を得て、施工計画書を省略する場合にお
・交通整理員を延べ12人見込んでいる。 　　いても、再生資源利用〔促進〕実施書等については、提出する

安 全 訓 練 ・工事期間中、安全・衛生に関する研修・訓練等を月１回（半日） 　　ものとする。
　以上実施すること。 　　　また、再生資源利用〔促進〕計画書（実施書）の作成にあた
・ＫＹ日報を作成し、竣工図書に添付すること。 　　り、再生資源利用〔促進〕計画書（実施書）入力システムを利

　　用するものとする。

施　工　条　件　書
施　工　条　件　・　内　容　等 施　工　条　件　・　内　容　等



配水管布設工事　第８号（矢板市長井地内） 矢板市上下水道事務所

項 目 項 目

施　工　条　件　書
施　工　条　件　・　内　容　等 施　工　条　件　・　内　容　等

工事用道路 ・住宅等に車が出入りするときは、速やかに通行を確保すること。 排水口（濁 ・地下水は、水路等への放流により適切に処理し、周辺を汚さない
関 係 ・片側通行、全面通行止め等で施工する場合、所轄の警察署の許可 水処理含） 　こと。

　及び矢板消防署、郵便局等の同意を得ること。 関 係 ・工事による廃油、廃材等については、絶対に河川等に流さないこ
・迂回路の場合、案内看板等を設置し、安全確保のため常に巡回す 　と。
　ること。

そ の 他 ・本工事は、水道工事標準仕様書、土木工事共通仕様書、土木工事
支障物件等 ・地下埋設物や他の公共施設等との離隔は、３０cm以上確保するこ 　必携及び公共工事品質確保の手引きを準用すること。

　と。 ・特記仕様書を遵守すること。
・地下埋設物（上水道管、ＮＴＴケーブル、電力ケーブル、防火水 ・ダクタイル鋳鉄管の施工要領に基づき施工すること。
　槽など）については、工事着工前に図面等により確認し、施工時 ・給水装置工事については、矢板市の指定する給水装置工事事業者
　には管理者の立会いを依頼すること。 　が施工することとし、これについて下請業者等により施工する場
　※上下水道事務所　下水道担当　０２８７－４４－１５１１ 　合は、施工前に発注者へ届けでること。
　※ＮＴＴ栃木サービスセンター　０１２０－２０４－４６２ ・主任技術者は、２級土木施工管理技士又は同等以上の資格を有す
　※東京電力カスタマーセンター　０１２０－９９－５１１２ 　る者を充てることとする。
　※矢板警察署　　　　　　　　　０２８７－４４－０１１０ ・本施行箇所は、工事のため発注者の協議した道路占用許可条件に
　※矢板消防署　　　　　　　　　０２８７－４４－２５１１ 　合わせて施工すること。

過積載防止 ・ダンプトラック過積載による違法運転の防止実施要領により、下 ・平成２４年度より、工事竣工図書の一部（工事竣工図、管路弁栓
　記のことについて尊守すること。 　調書・工事写真）を電子納品とするので、図書作成については、
 　(1)積載重量制限を超えて土砂等を積み込まず、また積込ませな 　監督員と協議し、指示に従うこと。
　　　いこと。 ・工事着手時に起工測量を行い、設計図書と現場との照査を行い、
 　(2)さし枠装着車、不表示車等に土砂等を積み込まず、また積込 　監督員に報告すること。
 　　 ませない。 ・道路復旧については、交通の支障とならないよう速やかに復旧す
　　　※不表示者とは「土砂等を運搬する大型自動車による交通事 　ること。
　　　　故の防止等に関する特別措置法」（「ダンプカー規正法」 ・水道資材の発注は必ず、監督員と協議したのち発注すること。
　　　　）第４条における表示義務違反車をいう。 ・施工前に必ず、監督員と現地確認を行うこと。
 　(3)過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引渡し ・隣接工事がある場合は、適切に協議し工事を行うこと。
　　　を受ける等、過積載を助長することのないようにすること。 ・隣接の道路改良工事の進捗によっては、工期を変更する場合が
 　(4)取引関係にあるダンプカー事業者が過積載を行う場合、また 　ある。
　　　は、さし枠装着車、不表示車等を土砂運搬に使用している場
　　　合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。
 　(5)建設発生土の処理及び骨材の購入等に当たって、下請業者及
　　　び骨材納入業者の利益を不当に害することのないようにする
　　　こと。
 　(6)以上のことにつき、下請け業者にも十分指導すること。



（別紙　５）

令和　　　年　　　月　　　日

矢板市水道事業管理者

矢板市長　　　　　　　様

住 所

商号又は名称

代 表 者 氏 名

　　　捨土処理について、次のように処理を行いましたので、関係書類を添えて報告

　　いたします。

記

１． 工 事 名

２． 工 事 場 所

３． 処 分 場 所

４． 処分地所有者名

又は処理施設社名

５． 処 理 量

６． 付 属 書 類 写真（処理前後）、位置図

捨　土　処　理　報　告　書



（別紙　６）

令和　　　年　　　月　　　日

矢板市水道事業管理者

矢板市長　　　　　　　様

住 所

商号又は名称

代 表 者 氏 名

　　　廃材処理について、次のように処理を行いましたので、関係書類を添えて報告

　　いたします。

１． 工 事 名

２． 工 事 場 所

３． 処 分 場 所

４． 処分地所有者名

又は処理施設社名

５． 処 理 量

６． 付 属 書 類 写真（中間処理施設看板、廃材幅管理）、位置図

中間処理施設入荷証明

廃　材　処　理　報　告　書

記



１．本工事の主任技術者は、次に揚げる資格を有する者を当てなければならない。

（１）　建設業法（昭和２４年法律第１００号）による技術検定（以下「技術

　　　検定」という。）のうち検定種目を二級の建設機械施工管理又は、二級

　　　の土木施工管理とするものに合格した者、並びに建設大臣か前述の者と

　　　同等以上の能力を有するものと認定した者。

（２）　技術法（昭和３２年法律第１２４号）による本試験のうち技術部門を

　　　建設部門、農業部門（選択科目「農業土木」とするものに限る。）とす

　　　るものに合格した者。

　なお、主任技術者等の通知書に合格証明書等有資格技術者であることを証す

るもの（写しでもよい）を添付すること。

特　記　仕　様　書



特 記 仕 様 書 
 

１．ダクタイル鋳鉄管耐震継手管（ＧＸ形管）を含む工事の主任技術者（監理）又は現場

代理人のいずれかの者に、配水管技能者を当てなければならない。 

 なお、配水管技能者とは下記 表－１の資格を有する者とする。 

 

表－１ 対象工事と資格 

配置対象工事 配水管技能者の資格 登録等の区分 

500ｍｍ未満のダクタイル鋳

鉄管耐震継手管（ＧＸ形管）

を含む工事 

公益社団法人日本水道協会

の配水管技能者登録 

 

「耐震登録」又は「耐震継手」 

一般社団法人日本ダクタイ

ル鋳鉄管協会の継手接合研

修会の受講証を有する者 

「耐小」（耐震管φ４５０以

下） 

※配水管工技能講習会（公益社団法人日本水道協会主催）受講修了者に交付される登録証

の有効期限は発行日から５年間。有効期限を迎える登録証は更新手続きが必要。 

 

２．水道配水用ポリエチレン管（ＰＥＰ，ＨＰＰＥ）を含む工事の主任技術者（監理）又

は現場代理人のいずれかの者に、配水管技能者を当てなければならない。 

なお、配水管技能者とは下記 表－２の資格を有する者とする。 

 

表－２ 対象工事と資格 

配置対象工事 配水管技能者の資格 登録等の区分 

水道配水用ポリエチレン管

を含む工事 

配水用ポリエチレンパイプ

システム協会の配管施工講

習会（配水管用）の受講修了

者又は旧団体（「水道用ポリ

エチレンパイプシステム研

究会」「配水用ポリエチレン

管協会」）の施工講習会の受

講修了者。また、これと同等

のメーカー（積水化学工業

㈱、㈱クボタシーアイ）が実

施する講習会を受講し、受講

証を取得した者 

 

 

３．配水管から分岐し、給水装置工事を施工する場合は、水道法施行規則第 36 条に基づ

き、給水装置工事主任技術者及び技能者を適正に配置すること。 
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電 子 納 品 に 関 す る 特 記 仕 様 書 

（ 建 設 工 事 ） 

 

 （適用範囲） 

第１条 本特記仕様書は、当該工事（以下「本工事」という。）の最終成果品を電子納品の対象

とし、そのために必要な事項について定めるものである。 

 

 （電子納品） 

第２条 電子納品とは、本工事の最終成果を電子データで納品することをいう。 

  ここでいう電子データとは、「電子納品運用ガイドライン」（以下「ガイドライン」という。）

に示されたファイルフォーマットに基づいて作成されたものを指す。 

  なお、書面における署名又は押印の取扱いについては、別途監督職員と協議するものとする。 

 

 （成果品の提出） 

第３条 成果品の提出の際には、国土交通省チェックシステム及びウィルス対策ソフトを利用し

てチェックを行い、エラーが無いことを確認した後、電子媒体に格納することとする。提出物

は、電子媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）正副各１部、計２部とする。 

  なお、電子納品の対象外とした書類は、従来通り紙で納品する。 

  「ガイドライン」で特に記載のない項目については、原則として成果を電子化して提出する

義務はないが、監督職員と協議の上、電子化を決定する。 

  また、紙による書類の提出は必要最小限とする。 

 

 （成果品の保管） 

第４条 請負者は、発注者に提出する電子媒体に格納したデータを、バックアップとして請負者

のハードディスク等に保管し、その保管年数は１０年間を原則とする。 

 

 （成果品の確認） 

第５条 請負者は、電子媒体（ＣＤ－Ｒ又はＤＶＤ－Ｒ）提出時において、電子データが「ガイ

ドライン」に基づき作成されていることを、監督職員の立会いのもと確認する。 

  なお、電子データの検査方法については、別途協議のうえ決定する。 

 

 （その他） 

第６条 請負者は、本工事の実施にあたり内容に疑義が生じた場合には、速やかに監督職員と協

議し、その指示を受けなければならない。 
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事 前 協 議 チ ェ ッ ク シ ー ト 

 

（ 建 設 工 事 ） 

（様式１） 

実施年月日  令和   年   月   日 

担 当 者 

発 注 者 
氏 名  所 属         課 

電 話  メール  

請 負 者 
氏 名  所 属  

電 話  メール  

工事概要 

契 約 番 号  

工 事 名  

工 事 場 所 矢板市     地内 

工   期 令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 

対象書類 

書 類 等 フォルダ 
ｵﾘｼﾞﾅﾙﾌｧｲﾙ 

ｿﾌﾄ及びﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 

ｽﾀｲﾙｼｰﾄ

の有無 
備  考 

■ 工事管理情報    XML形式 

□ 発 注 図 DRAWINGS   SFC形式 

□ 完成(竣工)図 DRAWINGF   SFC形式 

■ 工事写真帳 PHOTO   JPEG形式 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ 画 素 数 万画素（１００～２００万画素） 

デ ー タ 

管 理 者 
請 負 者 

氏 名  所 属  

電 話  メール  

ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ 

方   法 

□ パソコンとＣＤ－Ｒ 

□ パソコンとＭＯ 

□ パソコンとＤＶＤ－Ｒ 

□ パソコンと外付けハードディスク 

□ その他 

頻   度 
□ 毎日   □ ２日に１回  □ １週間に１回 

□ その他 （                  ） 

ｳｨﾙｽ対策 ソフト名 
 

（１週間に１回は定義データ更新状況を確認） 

その他 

検査時の対応等 
 

 

※ 本チェックシートを双方で管理すること。また、施工計画書に添付すること。 
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様式２ 

 

電 子 媒 体 納 品 書 

 

矢板市水道事業管理者 

矢板市長         様 

 

 

                      請負者（受注者） 

                       住  所   

                       氏  名             印 

                       （担当者）            印 

 

 下記のとおり電子媒体を納品いたします。 

 

記 

 

工 事 名 

（業務委託名） 
 契約番号  

工事場所 

（委託場所） 
矢板市   地内 

TECRIS・CORINS

登録番号 
 

電子媒体の種類 規 格 単 位 数 量 作成年月日 備考 

  枚  令和 年 月 日  

      

      

      

【適用】 

 

【発注者側記載事項】 

 受領者及び保管場所 

担 当 課 上下水道事務所 水道担当 職氏名           印 

保 管 場 所  

 



矢板市水道工事水圧試験標準仕様書 

 

 

この仕様書は、矢板市上下水道事務所発注の水道工事における水圧試験について定めた

ものである。他の項目については、日本水道協会発行『水道工事標準仕様書』を準拠する。 

 

 

１  受注者は配管終了後、継手の水密性を確認するため、管路の水圧試験を行わなければ

ならない。 

２  試験を行う場合は、監督員と事前に日時を協議し立会いのもと実施すること。 

３  試験方法は管内充水方式とし、布設したダクタイル鋳鉄管、水道配水用ポリエチレン

管及び水道用ポリエチレン二層管を 0.75Mpa で加圧し 1 時間後の水圧が 0.6Mpa 以

上保持していれば合格とする。 

４  管内への充水は一昼夜程度かけ、管内へ侵入した空気を十分に排気することが望ま

しいが、管径や配管形状、地理的な条件により変動するため、監督員と協議し決定す

ること。 

５  試験値が合格値を下回った場合、管路や弁栓類を点検し充水作業後、再試験を行わな

ければならない。 

６  試験器の取付け位置は、配管端部に取付けた管栓及び管栓帽又は消火栓とする。 

７  試験器は自記録式又はデータロガ式とする。自記録式ではチャート紙を使用し、デー

タロガ式ではチャート紙形式でデータを出力すること。なお、自記録式のチャート紙

は１時間用又は４時間用を使用すること。 

８  成果物はチャート紙と記録写真を提出することとし、記録写真のみは不可とする。 

９  水道配水用ポリエチレン管の試験は EF 接合後１時間以上経過してから行うこと。 

１０ 水道配水用ポリエチレン管の試験については、予備加圧（0.75Mpa で加圧し 10 分間

放置）後に試験を行うことも可とする。 

１１ 管径 900 ㎜以上の鋳鉄管継手ではテストバンドを使用した水圧試験とし、試験方法

は日本水道協会発行『水道工事標準仕様書【土木工事編】』に記載のとおりとする。 

 

※試験器及び接続部材は受注者が用意すること。 

※試験に使用する管栓や管栓帽は発注者が貸与するが、工事が重なり、受注者の求め

る日時に貸与できない場合がある。この時、受注者の都合で試験を実施する場合は、

受注者の負担で部材を用意すること。 

 



特記仕様書 配水管布設等施工管理 

1 目 的 

この管理基準は、矢板市水道事業が発注する水道工事（配水管布設工事）の施工について、契約

図書に定められた工期、工事目的物の出来形及び品質規格の確保を図ることを目的とする。 

ただし、この基準に定めのない舗装工事、土木工事等における施工管理は「栃木県土木工事共通

仕様書」により、またこの基準に定めのない配水管布設工事における施工管理は「水道工事標準仕

様書（(公社)日本水道協会）」により、給水管布設工事における施工管理は「矢板市給水装置設計施

工指針」によるものとする。 

 

2 構 成 

 施工管理の構成は、下記のとおりである。 

 

 

3 管理の実施 

(1) 請負者は、工事施工前に、施工管理計画及び施工管理担当者を定め、当該計画書を提出する。 

(2) 施工管理担当者は、当該工事の施工内容を把握し、適切な施工管理を行う。 

(3) 請負者は、測定（試験）等を工事の施工と並行して、管理の目的が達せられるよう速やかに実

施する。 

(4) 請負者は、測定（試験）等の結果をその都度逐次管理図表等に記録し、適切な管理のもとに保

管し、監督員の請求に対し速やかに提示するとともに、工事完成時に提出する。 

(5) 請負者は、工事写真を施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明視できない

箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況等を写真管理基準により撮影し、適切な管理のもとに

保管し、監督員の請求に対し速やかに提示するとともに、工事完成時に提出しなければならない。 

 

4 規格値 

請負者は、出来形管理基準及び品質管理基準により測定した各実測（試験・検査・計測）値は、

規格値を満足しなければならない。 

 以下に「水道工事標準仕様書（日本水道協会）」及び「栃木県土木工事共通仕様書」の一部を抜

粋する。設計図書に謳われた管種・工法等必要に応じ、管理項目を追加し施工計画書に記載するこ

と。 

 

 

 



●水道工事標準仕様書（日本水道協会）2010年版 

 



 

別途、矢板市水道工事水圧試験標準

仕様書にて規格値を定める。 

(一社)日本ダクタイル鉄管協会技術

資料により締付けトルクを決定する

こと。 



 



●栃木県土木工事共通仕様書 平成 31(2019)年版、令和４年４月一部改訂 

・管路土工、管布設 

 

 

・砂基礎 

 

 

・下層路盤工 

 

 

・上層路盤工 

 



・表層工 

 

 

・区画線工 

 



工事名： 配水管布設工事　第８号

機 労 材

伸縮可とう管　FCD製 φ150 GX形 U×S h=200mm 橋梁部　接合部品付き 基 1,202,590 〇

1メカ挿し曲管（GX形）　SUS304TP 150A×900L×45°1'×500L 本 817,000 〇

伸縮管用2曲管 SUS304TP/SUS-SDP(内ハゼ),SUS304TP　150A/φ
267.4,250A×500L×44°11'×362L×45°0'×4000L 本 1,611,000 〇

伸縮管用直管 SUS304/SUS-SDP(外ハゼ)　150A/φ267.4×4000L 本 1,011,000 〇

直管 SUS304/SUS-SDP(外ハゼ)　150A/φ267.4×4000L 本 1,011,000 〇

曲管 SUS304TP/SUS-SDP(内ハゼ),SUS304TP　150A/φ
267.4,250A×2974L×8°44'×1000L 本 1,108,000 〇

短管 SUS304/SUS-SDP(外ハゼ)　150A/φ267.4×2000L 本 523,000 〇

1FT字曲管 SUS304TP/SUS-SDP(内ハゼ),SUS304TP　150A/φ
267.4,250A×80A/125A×3532L×35°23'×250L×240H 本 1,263,000 〇

1メカ挿し2曲管（GX形） SUS304TP/SUS304TP　150A/250A×250L×45°0'×
385L×45°0'×800L 本 1,233,000 〇

空気弁 SUS304　不凍急排形空気弁φ25 基 185,000 〇

伸縮管 SUS304　150A ベローズ型 伸縮量 常時±25mm 地震時±100mm 基 969,000 〇

フランジ継手材 80A 上水(空気弁用)(SOP-RF) 組 13,500 〇

支持金具 SUS304　φ267.4用 組 100,000 〇

歩行防止柵(SDP用) SUS304　φ267.4用 組 169,000 〇

伸縮管カバー SUS304　φ364.6×1050L 組 40,200 〇

ワンタッチカバー SUS304　φ269.0×400L 組 19,400 〇

半割れカバー SUS304　250A×200L 組 20,600 〇

絶縁Uバンド SUS304　φ267.4用 M16 組 42,300 〇

支承 SUS304　φ267.4用 組 24,900 〇

アンカーボルト(セラミックインサート) SUS304　M16×75L 1B,1W,1SW(インサート本体 70L) 組 2,130 〇

架設工 添架形式 式 728,350 〇 〇 〇

埋設部ステンレス鋼管布設工 150A×5.0t m 1,790 〇 〇

埋設部ステンレス鋼管布設工 150A×5.0t/250A×4.0t m 2,450 〇 〇

ステンレス鋼管溶接工 本管 150A×5.0t 箇所 71,142 〇 〇

備考名称
適用区分

規格 単位 単価：円

（備考）
１　本表に掲載されている単価は、見積りおよび特別調査により決定したものである。
２　適用区分に○印があるものは、下記の価格を示す。
　　　「機」機械器具等の損料または賃料
　　　「労」労務費
　　　「材」材料費 1



工事名： 配水管布設工事　第８号

機 労 材
備考名称

適用区分
規格 単位 単価：円

ステンレス鋼管溶接工 外装管 250A×4.0t 箇所 175,145 〇 〇

現場溶接箇所洗浄工 本管 150A 箇所 4,300 〇 〇

現場溶接箇所洗浄工 外装管 250A 箇所 4,300 〇 〇

埋設部溶接箇所補修工（ジョイントコート） 本管 150A 箇所 8,730 〇 〇

埋設部溶接箇所補修工（ジョイントコート） 外装管 250A 箇所 13,360 〇 〇

空気弁設置工 不凍急排形空気弁φ25 箇所 3,950 〇 〇

伸縮管設置工 150A ベローズ型 伸縮量 常時±25mm 地震時±100mm 箇所 36,590 〇 〇

支持金具設置工 φ267.4用 支承取付工含む 箇所 17,820 〇 〇

歩行防止柵設置工 φ267.4用 箇所 11,990 〇 〇

伸縮管カバー設置工（保温工含） φ364.6×1050L 箇所 68,870 〇 〇

ワンタッチカバー設置工（保温工含） φ269.0×400L 箇所 31,440 〇 〇

接続部保温工（半割れカバー部） 250A×200L 箇所 48,210 〇 〇

非破壊検査工 X線検査(本管) 日 200,460 〇 〇

足場工 吊り足場 式 950,000 〇 〇 〇

レジンコンクリートボックス 1000W*1500L*1200H 式 1,894,000 〇

調整リング φ1120*φ900*150H 個 258,000 〇

脱着ステップ SUS製 個 106,000 〇

埋め込みステップ SUS製 個 20,600 〇

親子鉄蓋（簡易防水タイプ） φ900*φ600 組 1,005,000 〇

レジンコンクリートボックス据付費 1000W*1500L*1200H 式 651,000 〇 〇

現地接着作業指導立会費 式 128,000 〇

伸縮可とう接手 SUS型　φ150 個 312,000 〇

耐震型　不断水割T管　鋳鉄管用 φ400×200　K形受口式 台 1,211,000 〇

耐震型　不断水割T管　鋳鉄管用　設置工事費 昼間施工 式 275,000 〇 〇

（備考）
１　本表に掲載されている単価は、見積りおよび特別調査により決定したものである。
２　適用区分に○印があるものは、下記の価格を示す。
　　　「機」機械器具等の損料または賃料
　　　「労」労務費
　　　「材」材料費 2



工事名： 配水管布設工事　第８号

機 労 材
備考名称

適用区分
規格 単位 単価：円

K形特殊押輪 ３DkN対応　φ200 組 33,600 〇

ボール式伸縮可とう管　GX管 U×U　φ150　ｈ：200 台 1,254,000 〇

ボール式伸縮可とう管　GX管 U×S　φ150　ｈ：200 台 1,194,000 〇

HPPE×DIP用T字管 φ150×150　HPPE×DIP変換ｿｹｯﾄ付 個 207,000 〇

HPPE継ぎ輪 φ150　HPPE用 個 81,500 〇

GX形　短管１号 φ150　7.5K 個 38,400 〇

仕切弁筺 φ50～φ200 座台共 基 134,000 〇

埋設標示ｼｰﾄ 幅150mm ﾀﾞﾌﾞﾙ m 188 〇

管明示ﾃｰﾌﾟ 幅30mm 長さ20m/個 年号入 m 130 〇

K形管栓 内面粉体 φ150 ｺﾞﾑ輪､ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 個 21,200 〇

K形管栓 内面粉体 φ300 ｺﾞﾑ輪､ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 個 67,800 〇

ｺｰﾄ合ﾌﾗﾝｼﾞ φ150 個 26,100 〇

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材 φ150 芯金入ﾊﾟｯｷﾝ､ｽﾃﾝﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 組 29,400 〇

接合ｾｯﾄ φ150 ｺﾞﾑ輪､押輪､T頭B･N共 組 6,730 〇

接合ｾｯﾄ φ200 ｺﾞﾑ輪､押輪､T頭B･N共 組 8,500 〇

以下余白

（備考）
１　本表に掲載されている単価は、見積りおよび特別調査により決定したものである。
２　適用区分に○印があるものは、下記の価格を示す。
　　　「機」機械器具等の損料または賃料
　　　「労」労務費
　　　「材」材料費 3



工事設計書 課
長

課
長
補
佐

主
任
・
係
長

審
査
者

検
算

設
計
者

工事名称 配水管布設工事　第８号

工事費総額 ￥-

(内訳) 工事価格 ￥-

消費税 ￥-

発注者名 矢板市上下水道事務所

工　　期 令和９年３月２６日まで

工事場所 矢板市長井地内

場所名称

共通仮設費補正：　一般交通等の影響あり② *1.2
現場管理費補正(工事場所)：　一般交通等の影響あり② *1.1
一般管理費補正(前払金支出割合)：　前払金支出割合35%を超え(補正しな
い) *1
一般管理費補正(契約保証)：　金銭的保証を必要 +0.04％

工事概要 　当初設計 　変更設計

矢板市　上下水道事務所



本工事内訳書 頁0002

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

配水管布設工

1 式

配水管布設工　φ200（材料費）

1 式

GX形直管

φ200×5m 1種内面粉体 1 本

GX形直管

φ200×5m 1種内面粉体 4 本

GX形二受T字管

φ200×200 2 個

GX形二受T字管

φ200×150 1 個

GX形曲管 45°

φ200 7 個

GX形曲管 22°1/2

φ200 2 個

GX形曲管 11°1/4

φ200 1 個

管:

切管用

管:

管:

管:

管:

管:

管:



本工事内訳書 頁0003

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

GX形両受曲管 22°1/2

φ200 2 個

GX形片落管受挿し

φ200×150 1 個

GX形片落管挿し受

φ200×150 2 個

GX形両受短管

φ200 1 個

接合ｾｯﾄ

φ200 ｺﾞﾑ輪､押輪､T頭B･N共 18 組

接合ｾｯﾄ

φ150 ｺﾞﾑ輪､押輪､T頭B･N共 1 組

GX形G-Link

φ200 ｺﾞﾑ輪､ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 9 組

GX形ﾗｲﾅ

φ200 5 個

ダクタイル鋳鉄管用　離脱防止押輪

K形用　離脱防止力3DkN対応　呼び径 200 1 個

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:



本工事内訳書 頁0004

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

K形管栓

内面粉体 φ300 ｺﾞﾑ輪､ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 1 個

管明示ﾃｰﾌﾟ

幅30mm 長さ20m/個 年号入 26.5 m

埋設標示ｼｰﾄ

幅150mm ﾀﾞﾌﾞﾙ 32 m

配水管布設工　φ200（労務費）

1 式

鋳鉄管吊込み据付工(機械力)

呼び径200mm 29.4 m

GX形継手接合工

直管 呼び径200mm 5 口

GX形継手接合工

異形管 呼び径200mm 18 口

GX形継手接合工

異形管 呼び径150mm 1 口

GX形継手接合工

異形管(G-Link) 呼び径200mm 9 口

管:

代価第1号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第2号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第3号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第4号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第5号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節



本工事内訳書 頁0005

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

鋳鉄管切断工

呼び径200mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使用 切断のみ 9 口

鋳鉄管切断工

呼び径300mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使用 切断のみ 1 口

鋳鉄管切断工

呼び径400mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使用 切断のみ 2 口

ﾒｶﾆｶﾙ継手工

呼び径200mm 特殊押輪使用 割増率30% 離脱防止継手等によ
る割増を行わない 耐震型補強金具使用しない

1 口

ﾒｶﾆｶﾙ継手工

呼び径300mm 特殊押輪使用しない 離脱防止継手等による割
増を行わない 耐震型補強金具使用しない

1 口

管明示ﾃｰﾌﾟ工(手間のみ)

呼び径・寸法φ150×5000mm 天端明示無 26.5 m

管明示ｼｰﾄ工(手間のみ)

32 m

通水試験工

試験距離：32.0m 32 m

配水管布設工　φ150（材料費）

1 式

代価第6号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第8節

代価第7号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第8節

代価第8号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第8節

代価第9号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第10号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第11号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第12号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第13号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第5章-第1節



本工事内訳書 頁0006

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

GX形直管

φ150×5m 1種内面粉体 2 本

GX形直管

φ150×5m 1種内面粉体 7 本

GX形曲管 45°

φ150 7 個

GX形曲管 22°1/2

φ150 2 個

GX形曲管 11°1/4

φ150 1 個

GX形両受曲管 45°

φ150 4 個

GX形両受曲管 22°1/2

φ150 1 個

GX形短管１号

φ150 2 個

GX形継輪

φ150 1 個

管:

切管用

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:



本工事内訳書 頁0007

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

接合ｾｯﾄ

φ150 ｺﾞﾑ輪､押輪､T頭B･N共 11 組

GX形G-Link

φ150 ｺﾞﾑ輪､ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 25 組

GX形ﾗｲﾅ

φ150 8 個

K形管栓

内面粉体 φ150 ｺﾞﾑ輪､ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 1 個

ﾌﾗﾝｼﾞ短管

内面粉体 φ150 L300 7.5K 1 個

ｺｰﾄ合ﾌﾗﾝｼﾞ

φ150 3 個

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材

φ150 芯金入ﾊﾟｯｷﾝ､ｽﾃﾝﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 3 組

伸縮可とう継手

SUS形　呼び径150 1 個

伸縮可とう管　GX形 偏芯量200mm

呼び径150　UG×UG 1 個

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:



本工事内訳書 頁0008

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

伸縮可とう管　GX形 偏芯量200mm

呼び径150　UG×SG 1 個

伸縮可とう管　GX形 偏芯量200mm　橋梁部　接合部品付き

呼び径150　UG×SG 2 個

HPPE×DIP　T字管

HPPE×DIP建艦ソケット付き　呼び径150×150 1 個

HPPE　継ぎ輪

HPPE用 φ150 1 個

管明示ﾃｰﾌﾟ

幅30mm 長さ20m/個 年号入 29.5 m

埋設標示ｼｰﾄ

幅150mm ﾀﾞﾌﾞﾙ 46.3 m

配水管布設工　φ150（労務費）

1 式

鋳鉄管吊込み据付工(機械力)

呼び径150mm 45.8 m

GX形継手接合工

直管 呼び径150mm 8 口

支管:

管:

管:

管:

代価第14号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第15号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節



本工事内訳書 頁0009

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

GX形継手接合工

異形管 呼び径150mm 11 口

GX形継手接合工

異形管(G-Link) 呼び径150mm 25 口

鋳鉄管切断工

呼び径150mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使用 切断のみ 19 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工

呼び径150mm 3 口

鋳鉄管継手取外し工(K形)

呼び径150mm 特殊押輪使用しない 1 口

ﾒｶﾆｶﾙ継手工

呼び径150mm 特殊押輪使用 割増率15% 離脱防止継手等によ
る割増を行わない 耐震型補強金具使用しない

2 口

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(ﾒｶﾆｶﾙ継手)継手工

呼び径150mm 4 口

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工

呼び径65mm以下 JWWA7.5K(F12) 耐震型補強金具設置しない 3 口

管明示ﾃｰﾌﾟ工(手間のみ)

呼び径・寸法φ150×5000mm 天端明示無 29.5 m

代価第4号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第16号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第17号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第8節

代価第18号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第8節

代価第19号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第10節

代価第20号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第21号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第6節

代価第22号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第11号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節



本工事内訳書 頁0010

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

管明示ｼｰﾄ工(手間のみ)

46.3 m

通水試験工

試験距離：46.3m 46.3 m

橋梁添架水管橋設置工（材料費）

1 式

1ﾒｶ挿し曲管（GX形）

1 本

伸縮管用2曲管

1 本

伸縮管用直管

1 本

直管

2 本

曲管

1 本

短管

1 本

代価第12号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

代価第23号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第5章-第1節-
127頁

規格については数量計算書参照

管:

規格については数量計算書参照

管:

規格については数量計算書参照

管:

規格については数量計算書参照

管:

規格については数量計算書参照

管:

規格については数量計算書参照

管:



本工事内訳書 頁0011

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

1FT字曲管

1 本

1ﾒｶ挿し2曲管

1 本

支持金具

13 組

歩行防止柵（SDP用）

2 組

伸縮管ｶﾊﾞｰ

1 組

ﾜﾝﾀｯﾁｶﾊﾞｰ

5 組

半割れｶﾊﾞｰ

1 個

空気弁

1 基

伸縮管

1 基

規格については数量計算書参照

管:

規格については数量計算書参照

管:

規格については数量計算書参照

規格については数量計算書参照

規格については数量計算書参照

規格については数量計算書参照

規格については数量計算書参照

規格については数量計算書参照

管:

規格については数量計算書参照

管:



本工事内訳書 頁0012

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

絶縁Uﾊﾞﾝﾄﾞ

13 組

支承

13 組

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ（ｾﾗﾐｯｸｲﾝｻｰﾄ）

26 式

ﾌﾗﾝｼﾞ継手材

1 組

橋梁添架水管橋設置工（労務費）

1 式

水管橋設置工

1 式

コンクリート

小型構造物,人力打設,生ｺﾝｸﾘｰﾄ 高炉･普通 18-8-25(W/C指定
なし),-,一般養生,-,有り,-

0.9 m3

型枠

一般型枠,小型構造物 5 m2

基礎砕石

7.5cmを超え12.5cm以下,再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0 2 m2

規格については数量計算書参照

規格については数量計算書参照

規格については数量計算書参照

規格については数量計算書参照

管:

代価第24号

施工第1号
【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-①-
12

施工第2号
【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-②-5

施工第3号
【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-2-②-4



本工事内訳書 頁0013

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

仕切弁設置工（材料費）

1 式

GX型ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

φ200 7.5K 3 基

GX型ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(両受)

φ200 7.5K 1 基

GX型ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(両受)

φ150 7.5K 2 基

不断水分岐割T字管

呼び径 400×200 1 個

仕切弁筺

φ50～φ200 座台共 7 基

仕切弁設置工（施工費）

1 式

鋳鉄製仕切弁(機械力)縦型設置工

呼び径200mm 4 基

鋳鉄製仕切弁(機械力)縦型設置工

呼び径150mm 2 基

管:

管:

管:

管:

代価第25号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第9節

代価第26号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第9節



本工事内訳書 頁0014

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

不断水連絡工

呼び径φ400×200 1 基

ねじ式弁筺設置工

A,B形 1号 底版使用する 7 箇所

レジンコンクリート弁室設置工（材料費）

1 式

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾞｯｸｽ

1000w*1500L*1200H 1 式

調整ﾘﾝｸﾞ

φ1120*φ900*150H 1 個

脱着ｽﾃｯﾌﾟ

SUS製 1 個

埋め込みｽﾃｯﾌﾟ

SUS製 3 個

親子鉄蓋（簡易防水ﾀｲﾌﾟ）

φ900*φ600 1 組

レジンコンクリート弁室設置工（労務費）

1 式

代価第27号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第9節



本工事内訳書 頁0015

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

レジンコンクリートボックス設置工

1500*1000*1200 1 式

現地接着作業指導立会費

1 式

コンクリート

無筋・鉄筋構造物,人力打設,24-12-25(20)(高炉),-,養生無
し,-,有り,-

0.1 m3

型枠

一般型枠,均しコンクリート 0.3 m2

基礎砕石

12.5cmを超え17.5cm以下,再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0 2 m2

コンクリート

小型構造物,人力打設,生ｺﾝｸﾘｰﾄ 高炉･普通 18-8-25(W/C指定
なし),-,一般養生,-,有り,-

0.1 m3

型枠

一般型枠,小型構造物 1 m2

土工

1 式

ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込工

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3] 63 m3

施工第4号
【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-①-
12

施工第5号
【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-②-5

施工第6号
【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-2-②-4

施工第7号
【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-①-
12

施工第8号
【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-②-5

代価第28号
【水道事業実務必携(R8)】第二編-第1章-第1節



本工事内訳書 頁0016

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

掘削

土砂,現場制約あり,-,-,-,-,-,-,- 8 m3

管路埋戻・締固め工(機械埋戻・ﾊﾞｯｸﾎｳ)

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3] 砂 ｸｯｼｮﾝ用ﾛｽ率：0.26 28 m3

管路埋戻・締固め工(機械埋戻・ﾊﾞｯｸﾎｳ)

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3] 発生土 36 m3

発生土運搬工

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20m3] DID区間あり
9.0km以下 ﾀｲﾔ良好

35 m3

残土受入費

砂利採取場への搬出(整地費用を含む) 35 m3

軽量鋼矢板たて込み・引抜き工(両側分)(機械施工)

掘削深2.0m以下 たて込み ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3]
引抜きﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3]

5.3 m

軽量鋼矢板たて込み・引抜き工(両側分)(機械施工)

掘削深2.5m以下 たて込み ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3]
引抜きﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3]

6.5 m

軽量金属製支保材設置・撤去

ねじ式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 1段(2.0m以下) 11.8 m

軽量鋼矢板賃料

2日 補助工法：無 2回使用 0.6 t

施工第9号
【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-1-②-
31

代価第29号
【水道事業実務必携(R8)】第二編-第1章-第1節

代価第30号
【水道事業実務必携(R8)】第二編-第1章-第1節

代価第31号
【水道事業実務必携(R8)】第二編-第1章-第1節

処:

代価第32号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

代価第33号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

代価第34号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

代価第35号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節



本工事内訳書 頁0017

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

軽量鋼矢板賃料

2日 補助工法：無 2回使用 0.7 t

支保材賃料

1段 持込み長2.1m 2日供用 1 式

支保材賃料

1段 持込み長1.8m 2日供用 1 式

仮設工

1 式

仮設工

1 式

仮設工

1 式

交通誘導警備員B

1 式

【 直接工事費計 】

共通仮設費率額

1 式

代価第35号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

代価第36号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

代価第37号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

代価第38号
【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-5-20-1



本工事内訳書 頁0018

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

共通仮設費積上額

1 式

運搬費

1 式

【 共通仮設費計 】

【 純工事費 】

現場管理費率額

1 式

【 現場管理費計 】

【 工事原価 】

一般管理費率額

1 式

【 一般管理費計 】

内訳第1号



本工事内訳書 頁0019

矢板市　上下水道事務所

　費目・工種・種別・細目 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

【 工事価格 】

【 消費税等相当額 】

【 工事費計 】



頁0020施工内訳表
式

内訳第1号
運搬費

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

仮設材の運搬

製品長：12m以内 距離：4.4km 冬期割増なし 深夜早朝割増なし
往復

1.3 t

仮設材積込・取卸費(鋼矢板,H鋼,覆工板等)

基地積込～現場～基地取卸 1.3 t

【 合計 】

1 式

代価第39号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第1章-第2節

代価第40号
【水道事業実務必携(R8)】第一編-第1章-第2節



頁0021施工代価表
10 m 当り

代価第1号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

鋳鉄管吊込み据付工(機械力)

呼び径200mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

ﾄﾗｯｸ運転費[ｸﾚｰﾝ装置付]

通称4～4.5t積級 吊能力2.9t h

【 合計 】

10 m

【 単位当り 】

1 m



頁0022施工代価表
1 口 当り

代価第2号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

GX形継手接合工

直管 呼び径200mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0023施工代価表
1 口 当り

代価第3号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

GX形継手接合工

異形管 呼び径200mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0024施工代価表
1 口 当り

代価第4号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

GX形継手接合工

異形管 呼び径150mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0025施工代価表
1 口 当り

代価第5号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

GX形継手接合工

異形管(G-Link) 呼び径200mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0026施工代価表
1 口 当り

代価第6号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第8節

鋳鉄管切断工

呼び径200mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使用 切断のみ

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ損料

日

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の30%を上限とする



頁0027施工代価表
1 口 当り

代価第7号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第8節

鋳鉄管切断工

呼び径300mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使用 切断のみ

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ損料

日

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の30%を上限とする



頁0028施工代価表
1 口 当り

代価第8号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第8節

鋳鉄管切断工

呼び径400mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使用 切断のみ

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ損料

日

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の30%を上限とする



頁0029施工代価表
1 口 当り

代価第9号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

ﾒｶﾆｶﾙ継手工

呼び径200mm 特殊押輪使用 割増率30% 離脱防止継手等による割増を
行わない 耐震型補強金具使用しない

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0030施工代価表
1 口 当り

代価第10号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

ﾒｶﾆｶﾙ継手工

呼び径300mm 特殊押輪使用しない 離脱防止継手等による割増を行わ
ない 耐震型補強金具使用しない

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0031施工代価表
100 m 当り

代価第11号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

管明示ﾃｰﾌﾟ工(手間のみ)

呼び径・寸法φ150×5000mm 天端明示無

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

普通作業員

人

【 合計 】

100 m

【 単位当り 】

1 m



頁0032施工代価表
100 m 当り

代価第12号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

管明示ｼｰﾄ工(手間のみ)

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

普通作業員

人

【 合計 】

100 m

【 単位当り 】

1 m



頁0033施工代価表
32.0 m 当り

代価第13号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第5章-第1節

通水試験工

試験距離：32.0m

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

通水試験工

給水車：不要 日

【 合計 】

32.0 m

【 単位当り 】

1 m



頁0034施工代価表
10 m 当り

代価第14号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

鋳鉄管吊込み据付工(機械力)

呼び径150mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

ﾄﾗｯｸ運転費[ｸﾚｰﾝ装置付]

通称4～4.5t積級 吊能力2.9t h

【 合計 】

10 m

【 単位当り 】

1 m



頁0035施工代価表
1 口 当り

代価第15号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

GX形継手接合工

直管 呼び径150mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0036施工代価表
1 口 当り

代価第16号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

GX形継手接合工

異形管(G-Link) 呼び径150mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0037施工代価表
1 口 当り

代価第17号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第8節

鋳鉄管切断工

呼び径150mm ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ使用 切断のみ

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ損料

日

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の30%を上限とする



頁0038施工代価表
1 口 当り

代価第18号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第8節

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管切断工

呼び径150mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の7%を上限とする



頁0039施工代価表
1 口 当り

代価第19号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第10節

鋳鉄管継手取外し工(K形)

呼び径150mm 特殊押輪使用しない

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0040施工代価表
1 口 当り

代価第20号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

ﾒｶﾆｶﾙ継手工

呼び径150mm 特殊押輪使用 割増率15% 離脱防止継手等による割増を
行わない 耐震型補強金具使用しない

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0041施工代価表
1 口 当り

代価第21号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第6節

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管(ﾒｶﾆｶﾙ継手)継手工

呼び径150mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0042施工代価表
1 口 当り

代価第22号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第3節

ﾌﾗﾝｼﾞ継手工

呼び径65mm以下 JWWA7.5K(F12) 耐震型補強金具設置しない

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

1 口

【 単位当り 】

1 口

労務費の1%を上限とする



頁0043施工代価表
46.3 m 当り

代価第23号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第5章-第1節-127頁

通水試験工

試験距離：46.3m

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

通水試験工

給水車：不要 日

【 合計 】

46.3 m

【 単位当り 】

1 m



頁0044施工代価表
1 式 当り

代価第24号
水管橋設置工

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

架設工

添架形式 1 式

埋設部ｽﾃﾝﾚｽ鋼管布設工

150A*5.0t 1.4 m

埋設部ｽﾃﾝﾚｽ鋼管布設工

150A*5.0t/250A*4.0t 1.4 m

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管溶接工

本管　150A*5.0t 9 箇所

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管溶接工

外装管　250A*4.0t 1 箇所

現場溶接箇所洗浄工

本管　150A 9 箇所

現場溶接箇所洗浄工

外装管　250A 1 箇所

埋設部溶接箇所補修工（ｼﾞｮｲﾝﾄｺｰﾄ）

本管　150A 1 箇所

埋設部溶接箇所補修工（ｼﾞｮｲﾝﾄｺｰﾄ）

外装管　250A 1 箇所



頁0045施工代価表
1 式 当り

代価第24号
水管橋設置工

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

空気弁設置工

不凍急排形空気弁　φ25 1 箇所

伸縮管設置工

150A　ﾍﾞﾛｰｽﾞ型　伸縮量　異常時±25㎜　地震時±100㎜ 1 箇所

支持金具設置工

φ267.4用　支承取付工含む 13 箇所

歩行防止柵設置工

φ267.4用 2 箇所

伸縮管ｶﾊﾞｰ設置工（保温工含）

φ364.6*1050L 1 箇所

ﾜﾝﾀｯﾁｶﾊﾞｰ設置工（保温工含）

φ269.0*400L 3 箇所

接続部保温工（半割れｶﾊﾞｰ部）

250A*200L 1 箇所

非破壊検査工

X線検査（本管） 2 日

足場工

吊り足場 1 式



頁0046施工代価表
1 式 当り

代価第24号
水管橋設置工

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

【 合計 】

1 式

【 単位当り 】

1 式



頁0047施工代価表
1 基 当り

代価第25号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第9節

鋳鉄製仕切弁(機械力)縦型設置工

呼び径200mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転費[標準型･ｸﾚｰﾝ機能付･排対型(1次基準)]

ﾊﾞｹｯﾄ容量0.45m3 吊能力2.9t h

【 合計 】

1 基

【 単位当り 】

1 基



頁0048施工代価表
1 基 当り

代価第26号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第9節

鋳鉄製仕切弁(機械力)縦型設置工

呼び径150mm

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

特殊作業員

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転費[標準型･ｸﾚｰﾝ機能付･排対型(1次基準)]

ﾊﾞｹｯﾄ容量0.45m3 吊能力2.9t h

【 合計 】

1 基

【 単位当り 】

1 基



頁0049施工代価表
1 箇所 当り

代価第27号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第9節

ねじ式弁筺設置工

A,B形 1号 底版使用する

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

普通作業員

人

【 合計 】

1 箇所

【 単位当り 】

1 箇所



頁0050施工代価表
100 m3 当り

代価第28号

【水道事業実務必携(R8)】第二編-第1章-第1節

ﾊﾞｯｸﾎｳ掘削積込工

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3]

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

土木一般世話役

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転

山積0.28m3[平積0.2m3] h

諸雑費

1 式

【 合計 】

100 m3

【 単位当り 】

1 m3

端数処理



頁0051施工代価表
100 m3 当り

代価第29号

【水道事業実務必携(R8)】第二編-第1章-第1節

管路埋戻・締固め工(機械埋戻・ﾊﾞｯｸﾎｳ)

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3] 砂 ｸｯｼｮﾝ用ﾛｽ率：0.26

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

土木一般世話役

人

普通作業員

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転

山積0.28m3[平積0.2m3] h

ﾀﾝﾊﾟ運転

日

砂

ｸｯｼｮﾝ用 126 m3

諸雑費

1 式

【 合計 】

100 m3

【 単位当り 】

1 m3

埋め戻し

埋め戻し

ﾀﾝﾊﾟ締固め

投入

ﾀﾝﾊﾟ締固め

ﾛｽ率0.26

端数処理



頁0052施工代価表
100 m3 当り

代価第30号

【水道事業実務必携(R8)】第二編-第1章-第1節

管路埋戻・締固め工(機械埋戻・ﾊﾞｯｸﾎｳ)

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3] 発生土

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

土木一般世話役

人

普通作業員

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転

山積0.28m3[平積0.2m3] h

ﾀﾝﾊﾟ運転

日

諸雑費

1 式

【 合計 】

100 m3

【 単位当り 】

1 m3

埋め戻し

埋め戻し

ﾀﾝﾊﾟ締固め

投入

ﾀﾝﾊﾟ締固め

端数処理



頁0053施工代価表
10 m3 当り

代価第31号

【水道事業実務必携(R8)】第二編-第1章-第1節

発生土運搬工

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t積 ﾊﾞｯｸﾎｳ山積0.28m3[平積0.20m3] DID区間あり 9.0km以
下 ﾀｲﾔ良好

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運転

日

【 合計 】

10 m3

【 単位当り 】

1 m3



頁0054施工代価表
100 m 当り

代価第32号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

軽量鋼矢板たて込み・引抜き工(両側分)(機械施工)

掘削深2.0m以下 たて込み ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3]  引抜きﾊﾞ
ｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3]

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

土木一般世話役

人

特殊作業員

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転

山積0.28m3[平積0.2m3] h

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3] h

諸雑費

1 式

【 合計 】

100 m

【 単位当り 】

1 m

たて込み

引抜き

端数処理



頁0055施工代価表
100 m 当り

代価第33号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

軽量鋼矢板たて込み・引抜き工(両側分)(機械施工)

掘削深2.5m以下 たて込み ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3]  引抜きﾊﾞ
ｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3]

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

土木一般世話役

人

特殊作業員

人

普通作業員

人

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転

山積0.28m3[平積0.2m3] h

ﾊﾞｯｸﾎｳ運転

ﾊﾞｯｸﾎｳ 山積0.28m3[平積0.2m3] h

諸雑費

1 式

【 合計 】

100 m

【 単位当り 】

1 m

たて込み

引抜き

端数処理



頁0056施工代価表
100 m 当り

代価第34号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

軽量金属製支保材設置・撤去

ねじ式ﾊﾟｲﾌﾟｻﾎﾟｰﾄ 1段(2.0m以下)

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

土木一般世話役

人

特殊作業員

人

普通作業員

人

諸雑費

1 式

【 合計 】

100 m

【 単位当り 】

1 m

端数処理



頁0057施工代価表
1 t 当り

代価第35号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

軽量鋼矢板賃料

2日 補助工法：無 2回使用

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

軽量鋼矢板賃料

1 t

修理費

1 t

【 合計 】

1 t

【 単位当り 】

1 t

5750*2.75



頁0058施工代価表
1 式 当り

代価第36号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

支保材賃料

1段 持込み長2.1m 2日供用

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)

調整長450～650mm程 4.2 本･日

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)基本料

調整長450～650mm程 2.1 本

ｱﾙﾐ腹起こし(賃)

70×115×2000mm程 4.2 本･日

ｱﾙﾐ腹起こし(賃)基本料

70×115×2000mm程 2.1 本

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)

手動ﾎﾟﾝﾌﾟ 水量15～19L 2 台･日

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)基本料

手動ﾎﾟﾝﾌﾟ 水量15～19L 1 台

【 合計 】

1 式

【 単位当り 】

1 式



頁0059施工代価表
1 式 当り

代価第37号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第2章-第2節

支保材賃料

1段 持込み長1.8m 2日供用

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)

調整長450～650mm程 3.6 本･日

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)基本料

調整長450～650mm程 1.8 本

ｱﾙﾐ腹起こし(賃)

70×115×2000mm程 3.6 本･日

ｱﾙﾐ腹起こし(賃)基本料

70×115×2000mm程 1.8 本

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)

手動ﾎﾟﾝﾌﾟ 水量15～19L 2 台･日

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)基本料

手動ﾎﾟﾝﾌﾟ 水量15～19L 1 台

【 合計 】

1 式

【 単位当り 】

1 式



頁0060施工代価表
1 式 当り

代価第38号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-5-20-1

交通誘導警備員B

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

交通誘導警備員B

人

【 合計 】

1 式

【 単位当り 】

1 式



頁0061施工代価表
1 t 当り

代価第39号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第1章-第2節

仮設材の運搬

製品長：12m以内 距離：4.4km 冬期割増なし 深夜早朝割増なし 往復

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

基本運賃

2 t

【 合計 】

1 t

【 単位当り 】

1 t



頁0062施工代価表
1 t 当り

代価第40号

【水道事業実務必携(R8)】第一編-第1章-第2節

仮設材積込・取卸費(鋼矢板,H鋼,覆工板等)

基地積込～現場～基地取卸

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

鋼材積込費

基地積込 1 t

鋼材取卸費

場内取卸 1 t

鋼材積込費

場内積込 1 t

鋼材取卸費

基地取卸 1 t

【 合計 】

1 t

【 単位当り 】

1 t



頁0063施工パッケージ 施工第1号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-①-12  積算単位：m3

コンクリート

小型構造物,人力打設,生ｺﾝｸﾘｰﾄ 高炉･普通 18-8-25(W/C指定なし),-
,一般養生,-,有り,-

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

K 機械 0

東京

R 労務 46.28

東京

R1 普通作業員 28.67

東京

R2 土木一般世話役 8.36

東京

R3 特殊作業員 7.07

東京

Z 材料 53.72

東京

Z1 生ｺﾝｸﾘｰﾄ 高炉･普通 18-8-25(W/C指定なし) 53.72

東京

***　単位当り　***

積算単価（地区：008 矢板 (09 栃木県)／2026-09-10）

標準単価

現場付近道路渡し



頁0064施工パッケージ 施工第2号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-②-5  積算単位：m2

型枠

一般型枠,小型構造物

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

K 機械 0

東京

R 労務 100

東京

R1 型わく工 44.38

東京

R2 普通作業員 30.83

東京

R3 土木一般世話役 11.75

東京

Z 材料 0

東京

***　単位当り　***

積算単価（地区：008 矢板 (09 栃木県)／2026-09-10）

標準単価

　



頁0065施工パッケージ 施工第3号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-2-②-4  積算単位：m2

基礎砕石

7.5cmを超え12.5cm以下,再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

K 機械 5.11

東京

K1 ﾊﾞｯｸﾎｳ賃料(ｸﾛｰﾗ型) 山積0.8m3 5.08

東京

R 労務 79.15

東京

R1 普通作業員 38.07

東京

R2 特殊作業員 16.1

東京

R3 運転手(特殊) 14.92

東京

R4 土木一般世話役 9.51

東京

Z 材料 15.74

東京

Z1 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40 10.65

東京



頁0066施工パッケージ 施工第3号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-2-②-4  積算単位：m2

基礎砕石

7.5cmを超え12.5cm以下,再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

Z2 軽油 1.2号 ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油 5.06

東京

***　単位当り　***

積算単価（地区：008 矢板 (09 栃木県)／2026-09-10）

標準単価

　

　

　

　

　

　



頁0067施工パッケージ 施工第4号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-①-12  積算単位：m3

コンクリート

無筋・鉄筋構造物,人力打設,24-12-25(20)(高炉),-,養生無し,-,有り
,-

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

K 機械 0

東京

R 労務 34.29

東京

R1 普通作業員 19.99

東京

R2 特殊作業員 6.77

東京

R3 土木一般世話役 5.29

東京

Z 材料 65.71

東京

Z1 生ｺﾝｸﾘｰﾄ 高炉 24-12-25(W/C55%以下) 65.71

東京

***　単位当り　***

積算単価（地区：008 矢板 (09 栃木県)／2026-09-10）

標準単価



頁0068施工パッケージ 施工第5号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-②-5  積算単位：m2

型枠

一般型枠,均しコンクリート

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

K 機械 0

東京

R 労務 100

東京

R1 型わく工 58.85

東京

R2 普通作業員 19.89

東京

R3 土木一般世話役 6.01

東京

Z 材料 0

東京

***　単位当り　***

積算単価（地区：008 矢板 (09 栃木県)／2026-09-10）

標準単価

　



頁0069施工パッケージ 施工第6号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-2-②-4  積算単位：m2

基礎砕石

12.5cmを超え17.5cm以下,再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

K 機械 4.85

東京

K1 ﾊﾞｯｸﾎｳ賃料(ｸﾛｰﾗ型) 山積0.8m3 4.82

東京

R 労務 75.15

東京

R1 普通作業員 36.15

東京

R2 特殊作業員 15.29

東京

R3 運転手(特殊) 14.16

東京

R4 土木一般世話役 9.03

東京

Z 材料 20

東京

Z1 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ RC-40 15.16

東京



頁0070施工パッケージ 施工第6号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-2-②-4  積算単位：m2

基礎砕石

12.5cmを超え17.5cm以下,再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ 40～0

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

Z2 軽油 1.2号 ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油 4.81

東京

***　単位当り　***

積算単価（地区：008 矢板 (09 栃木県)／2026-09-10）

標準単価

　

　

　

　

　

　



頁0071施工パッケージ 施工第7号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-①-12  積算単位：m3

コンクリート

小型構造物,人力打設,生ｺﾝｸﾘｰﾄ 高炉･普通 18-8-25(W/C指定なし),-
,一般養生,-,有り,-

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

K 機械 0

東京

R 労務 46.28

東京

R1 普通作業員 28.67

東京

R2 土木一般世話役 8.36

東京

R3 特殊作業員 7.07

東京

Z 材料 53.72

東京

Z1 生ｺﾝｸﾘｰﾄ 高炉･普通 18-8-25(W/C指定なし) 53.72

東京

***　単位当り　***

積算単価（地区：008 矢板 (09 栃木県)／2026-09-10）

標準単価

現場付近道路渡し



頁0072施工パッケージ 施工第8号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-4-②-5  積算単位：m2

型枠

一般型枠,小型構造物

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

K 機械 0

東京

R 労務 100

東京

R1 型わく工 44.38

東京

R2 普通作業員 30.83

東京

R3 土木一般世話役 11.75

東京

Z 材料 0

東京

***　単位当り　***

積算単価（地区：008 矢板 (09 栃木県)／2026-09-10）

標準単価

　



頁0073施工パッケージ 施工第9号

【土木工事標準積算基準書(共通編)(R8)】Ⅱ-1-②-31  積算単位：m3

掘削

土砂,現場制約あり,-,-,-,-,-,-,-

矢板市　上下水道事務所

区分 代  表  機  労  材  規  格 構成比 単 価 補正式 備          考

K 機械 0

東京

R 労務 100

東京

R1 普通作業員 100

東京

Z 材料 0

東京

***　単位当り　***

積算単価（地区：008 矢板 (09 栃木県)／2026-09-10）

標準単価

　

　

　



頁0074単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

【労務費】

交通誘導警備員B

人

土木一般世話役

人

型わく工

人

普通作業員

人

特殊作業員

人

特殊作業員

水道事業実務必携基準 人

運転手(一般)

人

運転手(特殊)

人



頁0075単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

【損料・賃料】

ｴﾝｼﾞﾝｶｯﾀｰ損料

日

ﾀﾝﾊﾟ賃料

質量60～80kg 日

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ[ｵﾝﾛｰﾄﾞ･ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ]

通称4t積級 供用日

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸﾀｲﾔ損耗費 良好

4t積 供用日

ﾄﾗｯｸ[ｸﾚｰﾝ装置付]

通称4～4.5t積級吊能力2.9t h

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)[標準型･ｸﾚｰﾝ機能付き･排対型(1次)](2026廃止)

標準ﾊﾞｹｯﾄ容量(山積0.45/平積0.35m3)吊能力2.9t h

ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾛｰﾗ型)[標準型･排対型(2次基準)]

ﾊﾞｹｯﾄ容量0.28m3 h

ﾊﾞｯｸﾎｳ賃料(ｸﾛｰﾗ型)

山積0.8m3 日

令和8年度版建設機械等損料表03-1

令和8年度版建設機械等損料表03-3

令和7年度版建設機械等損料表02-13

令和8年度版建設機械等損料表02-9



頁0076単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

【材料費】

ｱﾙﾐ腹起こし(賃)

70×115×2000mm程 7.8 本･日

ｱﾙﾐ腹起こし(賃)基本料

70×115×2000mm程 3.9 本

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ（ｾﾗﾐｯｸｲﾝｻｰﾄ）

26 式

ｶﾞｿﾘﾝ

ﾚｷﾞｭﾗｰ ｽﾀﾝﾄﾞ 9.6 L

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管溶接工

外装管　250A*4.0t 1 箇所

ｽﾃﾝﾚｽ鋼管溶接工

本管　150A*5.0t 9 箇所

ダクタイル鋳鉄管用　離脱防止押輪

K形用　離脱防止力3DkN対応　呼び径 200 1 個

ﾚｼﾞﾝｺﾝｸﾘｰﾄﾎﾞｯｸｽ

1000w*1500L*1200H 1 式



頁0077単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

レジンコンクリートボックス設置工

1500*1000*1200 1 式

ﾜﾝﾀｯﾁｶﾊﾞｰ

5 組

ﾜﾝﾀｯﾁｶﾊﾞｰ設置工（保温工含）

φ269.0*400L 3 箇所

不断水連絡工

呼び径φ400×200 1 基

仕切弁筺

φ50～φ200 座台共 7 基

伸縮管ｶﾊﾞｰ

1 組

伸縮管ｶﾊﾞｰ設置工（保温工含）

φ364.6*1050L 1 箇所

伸縮管設置工

150A　ﾍﾞﾛｰｽﾞ型　伸縮量　異常時±25㎜　地震時±100㎜ 1 箇所

修理費

1.3 t



頁0078単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ

RC-40 0.597 m3

半割れｶﾊﾞｰ

1 個

埋め込みｽﾃｯﾌﾟ

SUS製 3 個

埋設標示ｼｰﾄ

幅150mm ﾀﾞﾌﾞﾙ 78.3 m

埋設部ｽﾃﾝﾚｽ鋼管布設工

150A*5.0t 1.4 m

埋設部ｽﾃﾝﾚｽ鋼管布設工

150A*5.0t/250A*4.0t 1.4 m

埋設部溶接箇所補修工（ｼﾞｮｲﾝﾄｺｰﾄ）

外装管　250A 1 箇所

埋設部溶接箇所補修工（ｼﾞｮｲﾝﾄｺｰﾄ）

本管　150A 1 箇所

基本運賃

2.6 t



頁0079単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

接続部保温工（半割れｶﾊﾞｰ部）

250A*200L 1 箇所

支承

13 組

支持金具

13 組

支持金具設置工

φ267.4用　支承取付工含む 13 箇所

架設工

添架形式 1 式

歩行防止柵（SDP用）

2 組

歩行防止柵設置工

φ267.4用 2 箇所

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)

手動ﾎﾟﾝﾌﾟ 水量15～19L 4 台･日

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)

調整長450～650mm程 7.8 本･日



頁0080単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)基本料

手動ﾎﾟﾝﾌﾟ 水量15～19L 2 台

水圧ｻﾎﾟｰﾄ(賃)基本料

調整長450～650mm程 3.9 本

現地接着作業指導立会費

1 式

現場溶接箇所洗浄工

外装管　250A 1 箇所

現場溶接箇所洗浄工

本管　150A 9 箇所

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 高炉

24-12-25(W/C55%以下) 0.106 m3

生ｺﾝｸﾘｰﾄ 高炉･普通

18-8-25(W/C指定なし) 1.05 m3

砂

ｸｯｼｮﾝ用 35.28 m3

空気弁設置工

不凍急排形空気弁　φ25 1 箇所

現場付近道路渡し



頁0081単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

管明示ﾃｰﾌﾟ

幅30mm 長さ20m/個 年号入 56 m

絶縁Uﾊﾞﾝﾄﾞ

13 組

脱着ｽﾃｯﾌﾟ

SUS製 1 個

親子鉄蓋（簡易防水ﾀｲﾌﾟ）

φ900*φ600 1 組

調整ﾘﾝｸﾞ

φ1120*φ900*150H 1 個

足場工

吊り足場 1 式

軽油

1.2号 ﾊﾟﾄﾛｰﾙ給油 256.732 L

軽量鋼矢板賃料

1.3 t

鋼材取卸費

基地取卸 1.3 t



頁0082単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

鋼材取卸費

場内取卸 1.3 t

鋼材積込費

基地積込 1.3 t

鋼材積込費

場内積込 1.3 t

非破壊検査工

X線検査（本管） 2 日

【処分費】

残土受入費

砂利採取場への搬出(整地費用を含む) 35 m3

【管材費】

1FT字曲管

1 本

1ﾒｶ挿し2曲管

1 本

処:

管:

管:



頁0083単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

1ﾒｶ挿し曲管（GX形）

1 本

GX型ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁

φ200 7.5K 3 基

GX型ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(両受)

φ150 7.5K 2 基

GX型ｿﾌﾄｼｰﾙ仕切弁(両受)

φ200 7.5K 1 基

GX形G-Link

φ150 ｺﾞﾑ輪､ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 25 組

GX形G-Link

φ200 ｺﾞﾑ輪､ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 9 組

GX形ﾗｲﾅ

φ150 8 個

GX形ﾗｲﾅ

φ200 5 個

GX形両受曲管 22°1/2

φ150 1 個

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:



頁0084単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

GX形両受曲管 22°1/2

φ200 2 個

GX形両受曲管 45°

φ150 4 個

GX形両受短管

φ200 1 個

GX形二受T字管

φ200×150 1 個

GX形二受T字管

φ200×200 2 個

GX形曲管 11°1/4

φ150 1 個

GX形曲管 11°1/4

φ200 1 個

GX形曲管 22°1/2

φ150 2 個

GX形曲管 22°1/2

φ200 2 個

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:



頁0085単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

GX形曲管 45°

φ150 7 個

GX形曲管 45°

φ200 7 個

GX形片落管受挿し

φ200×150 1 個

GX形片落管挿し受

φ200×150 2 個

GX形直管

φ150×5m 1種内面粉体 9 本

GX形直管

φ200×5m 1種内面粉体 5 本

GX形短管１号

φ150 2 個

GX形継輪

φ150 1 個

HPPE　継ぎ輪

HPPE用 φ150 1 個

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:



頁0086単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

HPPE×DIP　T字管

HPPE×DIP建艦ソケット付き　呼び径150×150 1 個

K形管栓

内面粉体 φ150 ｺﾞﾑ輪､ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 1 個

K形管栓

内面粉体 φ300 ｺﾞﾑ輪､ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 1 個

ｺｰﾄ合ﾌﾗﾝｼﾞ

φ150 3 個

ﾌﾗﾝｼﾞ接合材

φ150 芯金入ﾊﾟｯｷﾝ､ｽﾃﾝﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共 3 組

ﾌﾗﾝｼﾞ短管

内面粉体 φ150 L300 7.5K 1 個

ﾌﾗﾝｼﾞ継手材

1 組

不断水分岐割T字管

呼び径 400×200 1 個

伸縮可とう管　GX形 偏芯量200mm

呼び径150　UG×UG 1 個

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:



頁0087単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

伸縮可とう管　GX形 偏芯量200mm　橋梁部　接合部品付き

呼び径150　UG×SG 2 個

伸縮可とう継手

SUS形　呼び径150 1 個

伸縮管

1 基

伸縮管用2曲管

1 本

伸縮管用直管

1 本

接合ｾｯﾄ

φ150 ｺﾞﾑ輪､押輪､T頭B･N共 12 組

接合ｾｯﾄ

φ200 ｺﾞﾑ輪､押輪､T頭B･N共 18 組

曲管

1 本

直管

2 本

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:

管:



頁0088単価調書

矢板市　上下水道事務所

　名 称 ・ 規 格 な ど 数 量 単　位 単　価 金　額 　備　　考

短管

1 本

空気弁

1 基

【その他】

伸縮可とう管　GX形 偏芯量200mm

呼び径150　UG×SG 1 個

管:

管:

支管:



数　　量　　計　　算　　書

配水管布設工事　第８号

矢板市　長井　地内　

工事名

工 事 場 所



口径別土工数量集計表1 DIP(GX) φ200mm 布設工　L= 31.84 m

A. 機械掘削（会所掘含） m3 22.267 22

B. 人力掘削 m3 7.008 7

C. 山砂埋戻 m3 15.054 15

D. 発生土埋戻 m3 13.007 13

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） m3 16.774 17

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

※処理量の最小数量は

J. 舗装版切断濁水処理 0.1m3とする。

舗装版破砕掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. (バックホウ) t=17cm 舗装版厚15cm超45cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. (バックホウ) t=3,5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. (バックホウ)t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

P. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚25cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

T. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

U. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

V. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

W. 軽量鋼矢板建込み m 2.000 2.0 H=1.80

X. 軽量金属製支保工1段 m 5.200 5.2

Y. 軽量鋼矢板建込み m 3.200 3.2 H=2.10

Z. 軽量金属製支保工2段

a. 区画線 実線 白 W=15cm

b. 区画線 実線 黄 W=15cm

c. 区画線

布設工　L=
①県道車道部 ②歩道部 ③歩道部

⑬不断水分
岐割T字管

4.435 8.720 2.559 4.153

備   考体積・面積 計上数値
6.60 m 19.64 m 3.44 m

⑭県道車道
部(栓設置) 単

位

小計

1　箇所
舗装面積

1 箇所
2.16m

2.400

3.8193.189

2.376 2.592 1.486 4.153

1.808 5.381 0.943 3.103 3.819

2.400

2.059 6.128 1.073 3.410 4.104

舗装版厚10cm以下

3.200 2.000

2.000

3.200

矢印・記号・文字 15cm換算



口径・工種別土工数量計算表

1 DIP(GX) φ200mm

①県道車道部 L= ｍ ( DP0.80)

L = ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

A. 機械掘削（会所掘含） 6.600  ×  0.672

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻 6.600  ×  0.274

D. 発生土埋戻 6.600  ×  0.360

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 6.600  ×  0.312

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版破砕掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=17cm 舗装版厚15cm超45cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ) t=3,5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

P. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚25cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

T. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

U. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

V. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

W. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

X. 軽量金属製支保工1段

Y. 軽量鋼矢板建込み H=2.40

Z. 軽量金属製支保工2段

a. 区画線 実線 白 W=15cm

b. 区画線 実線 黄 W=15cm

c. 区画線 矢印・記号・文字 15cm換算

4.435 4.435 m3

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

名　　　称

6.60

6.60

2.059 2.059 m3

2.376 2.376 m3

1.808 1.808 m3

舗装版厚10cm以下



口径・工種別土工数量計算表

1 DIP(GX) φ200mm

②歩道部 L= ｍ ( DP0.42)

L = ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

A. 機械掘削（会所掘含） 19.640  ×  0.444

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻 19.640  ×  0.274

D. 発生土埋戻 19.640  ×  0.132

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 19.640  ×  0.312

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版破砕掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=17cm 舗装版厚15cm超45cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ) t=3,5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

P. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚25cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

T. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

U. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

V. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

W. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

X. 軽量金属製支保工1段

Y. 軽量鋼矢板建込み H=2.40

Z. 軽量金属製支保工2段

a. 区画線 実線 白 W=15cm

b. 区画線 実線 黄 W=15cm

c. 区画線 矢印・記号・文字 15cm換算

舗装版厚10cm以下

2.592 2.592 m3

6.128 6.128 m3

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

8.720 8.720 m3

5.381 5.381 m3

名　　　称

19.64

3.24 3.67 12.73



口径・工種別土工数量計算表

1 DIP(GX) φ200mm

③歩道部 L= ｍ ( DP0.92)

L = ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

A. 機械掘削（会所掘含） 3.440  ×  0.744

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻 3.440  ×  0.274

D. 発生土埋戻 3.440  ×  0.432

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 3.440  ×  0.312

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版破砕掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=17cm 舗装版厚15cm超45cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ) t=3,5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

P. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚25cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

T. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

U. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

V. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

W. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

X. 軽量金属製支保工1段

Y. 軽量鋼矢板建込み H=2.40

Z. 軽量金属製支保工2段

a. 区画線 実線 白 W=15cm

b. 区画線 実線 黄 W=15cm

c. 区画線 矢印・記号・文字 15cm換算

舗装版厚10cm以下

1.073 1.073 m3

0.943 0.943 m3

1.486 1.486 m3

名　　　称

3.44

3.44

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

2.559 2.559 m3



口径・工種別土工数量計算表

1 DIP(GX) φ200mm

⑬不断水分岐割T字管 N= ｍ ( DP1.19)

N = ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

A. 機械掘削（会所掘含） 1.000  ×  4.153

B. 人力掘削 1.000  ×  3.189

C. 山砂埋戻 1.000  ×  3.103

D. 発生土埋戻 1.000  ×  4.153

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 1.000  ×  3.410

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版破砕掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=17cm 舗装版厚15cm超45cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ) t=3,5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

P. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚25cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

T. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

U. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

V. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

W. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

X. 軽量金属製支保工1段 1.000  ×  3.200

Y. 軽量鋼矢板建込み 1.000  ×  3.200 H=2.10

Z. 軽量金属製支保工2段

a. 区画線 実線 白 W=15cm

b. 区画線 実線 黄 W=15cm

c. 区画線 矢印・記号・文字 15cm換算

3.200 3.200 m

3.200 3.200 m

舗装版厚10cm以下

4.153 4.153 m3

3.410 3.410 m3

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

4.153 4.153 m3

3.189 3.189 m3

3.103 3.103 m3

2.16

名　　　称

1.00

1.00

ｍ L=



口径・工種別土工数量計算表

1 DIP(GX) φ200mm

⑭県道車道部(栓設置) N= 箇所( DP0.80)

N = ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

A. 機械掘削（会所掘含） 1.000  ×  2.400

B. 人力掘削 1.000  ×  3.819

C. 山砂埋戻 1.000  ×  3.819

D. 発生土埋戻 1.000  ×  2.400

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 1.000  ×  4.104

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版破砕掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=17cm 舗装版厚15cm超45cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ) t=3,5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

P. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚25cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

T. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

U. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

V. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

W. 軽量鋼矢板建込み 1.000  ×  2.000 H=1.80

X. 軽量金属製支保工1段 1.000  ×  2.000

Y. 軽量鋼矢板建込み H=2.10

Z. 軽量金属製支保工2段

a. 区画線 実線 白 W=15cm

b. 区画線 実線 黄 W=15cm

c. 区画線 矢印・記号・文字 15cm換算

2.000 2.000 m

2.000 2.000 m

舗装版厚10cm以下

4.104 4.104 m3

2.400 2.400 m3

3.819 3.819 m3

3.819 3.819 m3

2.400 2.400 m3

2.00

名　　　称

1.00

1.00

 L= ｍ

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考



①県道車道部 DIP（GX)φ200 DP0.80m

１ｍ当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m/m

舗装版破砕掘削積込 A  = = m2/m

t= cm
廃材処理・運搬 V  = = m3/m

舗装版切断濁水処理 V  = = m3/m

機械掘削工(会所掘部) V  = 0.600×1.120×1.000 = 0.672 0.672 m3/m

人力掘削工 V  = = m3/m

山砂埋戻工 V  = (0.600×0.520－π／4×0.2202)×1.000 = 0.274 0.274 m3/m

発生土埋戻 V  = 0.600×0.600×1.000 = 0.360 0.360 m3/m

残土処分工(土砂) V  = 掘削土量0.672－埋戻し土量0.360 = 0.312 0.312 m3/m

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2/m

表層工 t= cm A  = = m2/m

土留工 H= L  = = m/m

（軽量金属製支保工 段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量

復旧幅600

掘
削
深
 1
,1
20

10
0

22
0

20
0

60
0

20
0

60
0

土
被
り
 8
00

30
0

20
0

15
0

50

40
0

計
画
土
被
り
 1
,2
00

掘削幅　600

52
0

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削

①県道車道部　φ200

土被り 0.80m

DIPφ200(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50 t= 5cm 

上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　　　　 　　15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=20cm

発生土

(RC100)

復旧幅600

掘
削
深
 1
,1
20

10
0

22
0

20
0

60
0

20
0

60
0

土
被
り
 8
00

30
0

20
0

15
0

50

40
0

計
画
土
被
り
 1
,2
00

掘削幅　600

52
0

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削

①県道車道部　φ200

土被り 0.80m

DIPφ200(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50 t= 5cm 

上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　　　　 　　15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=20cm

発生土

(RC100)



②歩道部 DIP（GX)φ200 DP0.42m

１ｍ当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m/m

舗装版破砕掘削積込 A  = = m2/m

t= cm
廃材処理・運搬 V  = = m3/m

舗装版切断濁水処理 V  = = m3/m

機械掘削工(会所掘部) V  = 0.600×0.740×1.000 = 0.444 0.444 m3/m

人力掘削工 V  = = m3/m

山砂埋戻工 V  = (0.600×0.520－π／4×0.2202)×1.000 = 0.274 0.274 m3/m

発生土埋戻 V  = 0.600×0.220×1.000 = 0.132 0.132 m3/m

残土処分工(土砂) V  = 掘削土量0.444－埋戻し土量0.132 = 0.312 0.312 m3/m

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2/m

表層工 t= cm A  = = m2/m

土留工 H= L  = = m/m

（軽量金属製支保工 段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量

復旧幅600

掘
削
深
 7
40

22
0

20
0

22
0

土
被
り
 4
20

30
0

15
0
10
0

30

28
0

計
画
土
被

り
 7
00

掘削幅　600

10
0

22
0

20
0

52
0

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削

発生土

②歩道部　φ200

土被り 0.42m

DIPφ200(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50 t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　 　t=10cm
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=15cm復旧幅600

掘
削
深
 7
40

22
0

20
0

22
0

土
被
り
 4
20

30
0

15
0
10
0

30

28
0

計
画
土
被

り
 7
00

掘削幅　600

10
0

22
0

20
0

52
0

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削

発生土

②歩道部　φ200

土被り 0.42m

DIPφ200(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50 t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　 　t=10cm
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=15cm



③歩道部 DIP（GX)φ200 DP0.92m

１ｍ当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m/m

舗装版破砕掘削積込 A  = = m2/m

t= cm
廃材処理・運搬 V  = = m3/m

舗装版切断濁水処理 V  = = m3/m

機械掘削工(会所掘部) V  = 0.600×1.240×1.000 = 0.744 0.744 m3/m

人力掘削工 V  = = m3/m

山砂埋戻工 V  = (0.600×0.520－π／4×0.2202)×1.000 = 0.274 0.274 m3/m

発生土埋戻 V  = 0.600×0.720×1.000 = 0.432 0.432 m3/m

残土処分工(土砂) V  = 掘削土量0.744－埋戻し土量0.432 = 0.312 0.312 m3/m

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2/m

表層工 t= cm A  = = m2/m

土留工 H= L  = = m/m

（軽量金属製支保工 段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量

復旧幅600
掘
削
深
 1
,2
40

10
0

22
0

20
0

72
0

20
0

72
0

土
被
り
 9
20

30
0

15
0
10
0

30

28
0

計
画
土
被
り
 1
,2
00

掘削幅　600

52
0

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削

③歩道部　φ200

土被り 0.92m

DIPφ200(GX)

発生土

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50 t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　 　t=10cm
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=15cm復旧幅600

掘
削
深
 1
,2
40

10
0

22
0

20
0

72
0

20
0

72
0

土
被
り
 9
20

30
0

15
0
10
0

30

28
0

計
画
土
被
り
 1
,2
00

掘削幅　600

52
0

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削

③歩道部　φ200

土被り 0.92m

DIPφ200(GX)

発生土

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50 t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　 　t=10cm
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=15cm



⑬不断水分岐割T字管 φ400×φ200  DP1.19m

１箇所当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m

舗装版破砕掘削積込 A  = = m2

t= cm
廃材処理・運搬 V  = = m3

舗装版切断濁水処理 V  = = m3

機械掘削工(会所掘部) V  = (1.700×1.100＋1.500×1.550)×0.990 = 4.153 4.153 m3

人力掘削工 V  = 1.700×1.100×0.610＋1.500×1.550×0.976 = 3.410
V_2= π／4×0.4262×1.550×－1 = -0.221

合    計  = 3.189 3.189 m3

山砂埋戻工 V_1= 1.700×1.100×0.610＋1.500×1.550×0.976 = 3.410
V_2= π／4×0.4262×1.550×－1 = -0.221
V_3= π／4×0.2202×2.261×－1 = -0.086

合    計  = 3.103 3.103 m3

発生土埋戻 V  = (1.700×1.100＋1.500×1.550)×0.990 = 4.153 4.153 m3

残土処分工(土砂) V  = 機械掘削+人力掘削土量7.342－埋戻し土量4.153 = 3.410 3.410 m3

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2

表層工 t= cm A  = = m2

土留工 H=2.10m L  = = 3.200 3.200 m

（軽量金属製支保工 1段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量

50
0

55
0

50
0

1,
55
0

1,700 750

2,450 750

3,200

1,700 1,500

3,200

30
041
0

土
被
り
 1

,1
90

45
0

42
6

1,
09
0

掘
削
深
 1

,9
66

61
0

39
0

60
0

掘
削

深
 1

,6
00

計
画

土
被

り
 1
,5

90

1,
10

0

12
5

32
5

97
6

99
0

2,261

掘　削復　旧

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50 t= 5cm 

上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　 　　　　　　　　 　t-15cm 
下層路盤工  再生骨材 RC-40  　　　　　　　　　　　　 t=20cm 

発生土
(RC100)

発生土

機械掘削

人力掘削

山  砂

φ400×200　1箇所
土被り 1.19m

⑬不断水分岐割T字管

計画地盤髙より DP1.59
既設水道管 DIPφ400 DP1.20

計画地盤髙より DP1.59
既設水道管 DIPφ400 DP1.20

50
0

55
0

50
0

1,
55
0

1,700 750

2,450 750

3,200

1,700 1,500

3,200

30
041
0

土
被
り
 1

,1
90

45
0

42
6

1,
09
0

掘
削
深
 1

,9
66

61
0

39
0

60
0

掘
削

深
 1

,6
00

計
画

土
被

り
 1
,5

90

1,
10

0

12
5

32
5

97
6

99
0

2,261

掘　削復　旧

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50 t= 5cm 

上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　 　　　　　　　　 　t-15cm 
下層路盤工  再生骨材 RC-40  　　　　　　　　　　　　 t=20cm 

発生土
(RC100)

発生土

機械掘削

人力掘削

山  砂

φ400×200　1箇所
土被り 1.19m

⑬不断水分岐割T字管

計画地盤髙より DP1.59
既設水道管 DIPφ400 DP1.20

計画地盤髙より DP1.59
既設水道管 DIPφ400 DP1.20



⑭県道車道部(栓設置) φ300  DP0.80m

１箇所当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m

舗装版破砕掘削積込 A  = = m2

t= cm
廃材処理・運搬 V  = = m3

舗装版切断濁水処理 V  = = m3

機械掘削工(会所掘部) V  = 2.000×2.000×0.600 = 2.400 2.400 m3

人力掘削工 V_1= 2.000×2.000×1.026 = 4.104
V_2= π／4×0.4262×2.000×－1 = -0.285

合    計  = 3.819 3.819 m3

山砂埋戻工 V_1= 2.000×2.000×1.026 = 4.104
V_2= π／4×0.4262×2.000×－1 = -0.285

合    計  = 3.819 3.819 m3

発生土埋戻 V  = 2.000×2.000×0.600 = 2.400 2.400 m3

残土処分工(土砂) V  = 機械掘削+人力掘削土量6.219－埋戻し土量2.400 = 4.104 4.104 m3

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2

表層工 t= cm A  = = m2

土留工 H=1.80m L  = = 2.000 2.000 m

（軽量金属製支保工 1段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量

掘削幅 2,000

40
0

42
6

20
0

掘
削
深
 1
,6
26

20
0

60
0

土
被
り
 8
00

20
0
15
0

50

40
0

既
設
土
被
り
 1
,2
00

復旧幅 2,000
1,
02
6

60
0 機械掘削 発生土

(RC100)

山  砂

DIPφ300(K) 栓

掘　削 復　旧

⑫県道車道部(栓設置)　φ300　1箇所

土被り 0.80m　L=2.00m

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50  t= 5cm 
上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　 　　　 　t=15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　 　　　　　　　　 t=20cm

人力掘削
既設水道管 DIPφ400 DP1.20
計画地盤髙より DP1.20

掘削幅 2,000

40
0

42
6

20
0

掘
削
深
 1
,6
26

20
0

60
0

土
被
り
 8
00

20
0
15
0

50

40
0

既
設
土
被
り
 1
,2
00

復旧幅 2,000
1,
02
6

60
0 機械掘削 発生土

(RC100)

山  砂

DIPφ300(K) 栓

掘　削 復　旧

⑫県道車道部(栓設置)　φ300　1箇所

土被り 0.80m　L=2.00m

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50  t= 5cm 
上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　 　　　 　t=15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　 　　　　　　　　 t=20cm

人力掘削
既設水道管 DIPφ400 DP1.20
計画地盤髙より DP1.20



L=32.02m （DIP（GX)φ200mm）

本管 消火栓 計
  S種管 Σ=  5

G X 形 直 管 φ 200 × 5.00 本 1 5.00 5.00
  S種管 本 (4)

G X 形 切 管 φ 200 × 5.00 m 15.31 1.00 15.31
　GX形 2 2 0.17 0.34

二 受 Ｔ 字 管 φ 200 × 200 個 2 2 0.64 1.28
　GX形 0.17

二 受 Ｔ 字 管 φ 200 × 150 個 1 1 0.56 0.56
　GX形

Ｇ Ｘ 形 曲 管 200 × 45° 個 7 7 0.53 3.71
　GX形

Ｇ Ｘ 形 曲 管 φ 200 × 22 1/2° 個 2 2 0.45 0.90
　GX形

Ｇ Ｘ 形 曲 管 φ 200 × 11 1/4° 個 1 1 0.41 0.41
　GX形

GX 形 両 受 曲 管 φ 200 × 22 1/2° 個 2 2 0.16 0.32
　GX形

200 × 150 個 1 1 0.42 0.42
　GX形

200 × 150 個 2 2 0.44 0.88
　GX形

両 受 短 管 φ 200 個 1 1 0.02 0.02
　GX形 

接 合 セ ッ ト φ 200 個 18 18
　GX形 

接 合 セ ッ ト φ 150 個 1 1
　GX形 

Ｇ Ｘ 形 G-Link φ 200 個 9 9
　GX形

Ｇ Ｘ 形 ラ イ ナ φ 200 個 5 5 0.04 0.20
ダ ク タ イ ル 鋳 鉄 管 用 　K形用 離脱防止力3DkN対応
離 脱 防 止 押 輪 φ 200 個 1 1

　K形
Ｋ 形 栓 φ 300 個 1 1

鋳鉄管用(本バルブ付)
不 断 水 分 岐 割 T 字 管 φ 400 × 200(K形受口) 基 1 1 0.58 0.58

　GX形
φ 200 基 3 3 0.61 1.83
　GX形
φ 200 基 1 1 0.26 0.26

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

管 明 示 テ ー プ  幅30mm 長さ20m/個 年号入 ｍ 26.5

埋 設 標 示 シ ー ト  幅150mm ダブル ｍ 32.02

管渠総延長（ΣL） 29.35 32.02

配　管　材　料　集　計　表

名　　　称 形状・寸法 単位
数　量

単位長 延　長

Σ=  5
1

(4)
15.31

Ｇ Ｘ 形 受 挿 し 片 落 管

Ｇ Ｘ 形 挿 し 受 片 落 管

ｺﾞﾑ輪、押輪・Ｔ頭
B･N共 異形管

ｺﾞﾑ輪、ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯ
ﾄ共

ｺﾞﾑ輪、押輪・Ｔ頭
B･N共 異形管

総延長-仕切弁

G X 形 受 挿 ｿ ﾌ ﾄ ｼ ｰ ﾙ
仕 切 弁

G X 形 両 受 ｿ ﾌ ﾄ ｼ ｰ ﾙ
仕 切 弁

26.5

32.0

32.02-2.67



（DIP(GX)φ200mm）

本管 控除 計

配 水 管 設 置 工
吊り込み据付け（機械力） 総延長－仕切弁

鋳 鉄 管 布 設 工 φ 200 ｍ 29.35 29.35
　GX形（直管）

鋳 鉄 管 接 合 工 φ 200 口 5 5
　GX形（異形管）

鋳 鉄 管 接 合 工 φ 200 口 18 18
　GX形（異形管）

鋳 鉄 管 接 合 工 φ 150 口 1 1
GX継手G-Link（60％割増）

鋳 鉄 管 接 合 工 φ 200 口 9 9
　GＸ形 新設 +　既設

鋳 鉄 管 切 断 工 φ 200 口 9 9 9
　GＸ形 新設 +　既設

鋳 鉄 管 切 断 工 φ 300 口 1 1 1
　DIP形 新設 +　既設

鋳 鉄 管 切 断 工 φ 400 口 2 2 2
K形用

メ カ ニ カ ル 継 手 工 φ 200 口 1 1 離脱防止力3DkN対応

K形
メ カ ニ カ ル 継 手 工 φ 300 口 1 1 　栓

明 示 テ ー プ 工 ｍ 26.5 26.5

明 示 シ ー ト 工 ｍ 32.0 32.0
φ800以下

通 水 試 験 工  (既設管連絡充水） ｍ 32.0 32.0

離脱防止押輪

配　管　労　務　集　計　表

名　　　称 形状・寸法 単位
数　量

適　　　用



切管調書 L1～L3 200 定尺長= 5.00 m
甲切管 有効長 残管長

(ｍ) 1 2 3 4 5 (ｍ) (ｍ)

①-1 ①-2
GX　K

1 0.76 2.01 2.77 2.23 2
②-1 ②-2
GX　G G　GX

2 4.01 0.86 4.87 0.13 2
③-1 ③-3 ③-2
GX　G G　G G　GX

3 0.96 1.15 1.69 3.80 1.20 3
④-1 ④-2
GX　G G　GX

4 2.36 1.51 3.87 1.13 2

小計 15.31 4.69 9

切管調書 200 （3種管） 定尺長= 5.00 m
甲切管 有効長 残管長

(ｍ) 1 2 3 4 5 (ｍ) (ｍ)

小計

切管調書 200 （1種管） 定尺長= 5.00 m
甲切管 有効長 残管長

(ｍ) 1 2 3 4 5 (ｍ) (ｍ)

小計

合計 15.31 4.69 9

切管用定尺管本数（GX形） 4 本

切管用定尺管本数（Ｋ形） 本

GX継手挿口加工(φ150) 口

鋳鉄管切断・溝切加工(φ150) 口

鋳鉄管切断工(φ150) 9 口

鋳鉄管溝切加工(φ150) 口

DIPφ

本数

乙  切  管(ｍ) 挿口加
工

切断工･
溝切工

溝切工
のみ

DIP（K)φ

本数

乙  切  管(ｍ) 挿口加
工

切断工･
溝切工

切断工
のみ

溝切工
のみ

切断工
のみ

溝切工
のみ

DIP（K)φ

本数

乙  切  管(ｍ) 挿口加
工

切断工･
溝切工

切断工
のみ



口径別土工数量集計表 2.DIP（GX)φ150 布設工　L= 52.79 m

A. 機械掘削（会所掘含） m3 41.018 41

B. 人力掘削 m3 0.647 0.6

C. 山砂埋戻 m3 13.354 13

D. 発生土埋戻 m3 23.089 23

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） m3 18.314 18

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

※処理量の最小数量は

J. 舗装版切断濁水処理 0.1m3とする。

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=cm 舗装版厚10cm超15cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ） t=cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

舗装版切断深

P. Co舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚20cm

再生骨材 RC-40

T. 路盤工 路盤厚15cm

再生骨材 RC-40

U. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

V. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

W. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

X. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

Y. 軽量鋼矢板建込み m 3.250 3.3 H=1.80

Z. 軽量金属製支保工1段 m 6.580 6.6

a. 軽量鋼矢板建込み m 3.330 3.3 H=2.10

b. 軽量金属製支保工2段

c. 区画線 実線 白 W=15cm

(既設管接続部L=2.00m含む)

0.341

-0.827

0.056

3.250

3.250

2.916

布設工　L=

④県道車道
部+

既設管接続
部

⑦歩道部 ⑧歩道部
⑯水管橋

部

2.358 4.378

⑰水管橋
接続部

6.657

1.489

5.095

11.264

8.348

11.370 1.512 1.525 1.263

備   考体積・面積 計上数値

4.28 m 27.53 m 2.12 m 3.15 m

合計⑮県道車道
部(栓設
置）

⑤県道車道
部

⑥県道車道
部

6.83ｍ 3.33ｍ
1 箇所
1.00 m

⑲歩道部
(レジコン
弁室設置

工)

1 箇所
3.25 m

2.30m

防護
コンク
リート

1式

単
位

1.156 3.634 0.916 0.454 0.6212.459

1.109 7.130 0.549 0.895 0.5931.769

1.203 7.736 0.596 1.071 0.6421.919 1.562

舗装版厚10cm以下

3.330

3.330

0.669

0.350

0.350

0.647

0.647



口径・工種別土工数量計算表

2 DIP(GX) φ150mm

④県道車道部+ 既設管接続部 L= ｍ ( DP0.65)

L = ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

A. 機械掘削（会所掘含） 4.280  ×  0.551

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻 4.280  ×  0.259

D. 発生土埋戻 4.280  ×  0.270

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 4.280  ×  0.281

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=12cm 舗装版厚10cm超15cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ） t=5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

舗装版切断深

P. Co舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚20cm

再生骨材 RC-40

T. 路盤工 路盤厚15cm

再生骨材 RC-40

U. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

V. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

W. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

X. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

Y. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

Z. 軽量金属製支保工1段

a. 軽量鋼矢板建込み H=2.10

b. 軽量金属製支保工2段

c. 区画線 実線 白 W=15cm

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

名　　　称

4.28

2.28 2.00

1.156 1.156 m3

1.109 1.109 m3

2.358 2.358 m3

1.203 1.203 m3

舗装版厚10cm以下



口径・工種別土工数量計算表

2 DIP(GX) φ150mm

⑤県道車道部 L= ｍ

L = + + +

A. 機械掘削（会所掘含） 6.830  ×  0.641

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻 6.830  ×  0.259

D. 発生土埋戻 6.830  ×  0.360

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 6.830  ×  0.281

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=12cm 舗装版厚10cm超15cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ） t=5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

舗装版切断深

P. Co舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚20cm

再生骨材 RC-40

T. 路盤工 路盤厚15cm

再生骨材 RC-40

U. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

V. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

W. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

X. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

Y. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

Z. 軽量金属製支保工1段

a. 軽量鋼矢板建込み H=2.10

b. 軽量金属製支保工2段

c. 区画線 実線 白 W=15cm

舗装版厚10cm以下

1.769 m3

2.459 2.459 m3

1.919 1.919 m3

名　　　称

6.83 ( DP0.80)

6.83

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

4.378 4.378 m3

1.769



口径・工種別土工数量計算表

2 DIP(GX) φ150mm

⑥県道車道部 L= ｍ

L = +

A. 機械掘削（会所掘含） 3.330  ×  1.999

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻 3.330  ×  0.447

D. 発生土埋戻 3.330  ×  1.530

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 3.330  ×  0.469

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=12cm 舗装版厚10cm超15cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ） t=5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

舗装版切断深

P. Co舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚20cm

再生骨材 RC-40

T. 路盤工 路盤厚15cm

再生骨材 RC-40

U. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

V. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

W. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

X. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

Y. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

Z. 軽量金属製支保工1段 3.330  ×  1.000

a. 軽量鋼矢板建込み 3.330  ×  1.000 H=2.10

b. 軽量金属製支保工2段

c. 区画線 実線 白 W=15cm

名　　　称

3.33

6.657 6.657 m3

1.489 1.489 m3

( DP1.73 )

3.33

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

1.562 1.562 m3

5.095 5.095 m3

舗装版厚10cm以下

3.330 3.330 m

3.330 3.330 m



口径・工種別土工数量計算表

2 DIP(GX) φ150mm

⑦歩道部 L= ｍ ( DP0.42)

L = ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

A. 機械掘削（会所掘含） 27.530  ×  0.413

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻 27.530  ×  0.259

D. 発生土埋戻 27.530  ×  0.132

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 27.530  ×  0.281

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=12cm 舗装版厚10cm超15cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ） t=5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

舗装版切断深

P. Co舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚20cm

再生骨材 RC-40

T. 路盤工 路盤厚15cm

再生骨材 RC-40

U. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

V. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

W. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

X. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

Y. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

Z. 軽量金属製支保工1段

a. 軽量鋼矢板建込み H=2.10

b. 軽量金属製支保工2段

c. 区画線 実線 白 W=15cm

名　　　称

27.53

1.14 4.37 2.25 1.99 0.41 17.37

7.130 7.130 m3

11.370 11.370 m3

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

7.736 7.736 m3

3.634 3.634 m3

舗装版厚10cm以下



口径・工種別土工数量計算表

2 DIP(GX) φ150mm

⑧歩道部 L= ｍ

L = ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ +

A. 機械掘削（会所掘含） 2.120  ×  0.713

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻 2.120  ×  0.259

D. 発生土埋戻 2.120  ×  0.432

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 2.120  ×  0.281

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=12cm 舗装版厚10cm超15cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ） t=5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

舗装版切断深

P. Co舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚20cm

再生骨材 RC-40

T. 路盤工 路盤厚15cm

再生骨材 RC-40

U. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

V. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

W. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

X. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

Y. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

Z. 軽量金属製支保工1段

a. 軽量鋼矢板建込み H=2.10

b. 軽量金属製支保工2段

c. 区画線 実線 白 W=15cm

( DP0.92)

2.12名　　　称

2.12

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値

0.916 0.916 m3

0.549 0.549 m3

備考

1.512 1.512 m3

0.596 0.596 m3

舗装版厚10cm以下



口径・工種別土工数量計算表

2 DIP(GX) φ150mm
L= ｍ

⑮県道車道部(栓設置） N= 箇所

N = + + +

A. 機械掘削（会所掘含） 1.000  ×  0.350

B. 人力掘削 1.000  ×  0.647

C. 山砂埋戻 1.000  ×  0.647

D. 発生土埋戻 1.000  ×  0.350

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 1.000  ×  0.669

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版破砕掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=17cm 舗装版厚40cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ） t=5cm  　 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

舗装版切断深

P. Co舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚30cm

再生骨材 RC-40

T. 路盤工 路盤厚10cm

再生骨材 RC-40

U. 凍上抑制層 路盤厚15cm

18-8-25N

V. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

W. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

X. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

Y. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

Z. 軽量金属製支保工1段

a. 区画線 実線 白 W=15cm

b. 区画線 実線 黄 W=15cm

c. 区画線 矢印・記号・文字 15cm換算

1.00

0.647 0.647 m3

0.647 0.647 m3

備考

0.350 0.350 m3

名　　　称

1.00 ( DP0.55 )

1.00

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値

0.669 0.669 m3

0.350 0.350 m3

舗装版厚10cm以下



口径・工種別土工数量計算表

2 DIP(GX) φ150mm

⑯水管橋部 L= ｍ

L = + + +

A. 機械掘削（会所掘含） 3.150  ×  0.484

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻 3.150  ×  0.284

D. 発生土埋戻 3.150  ×  0.144

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 3.150  ×  0.340

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=12cm 舗装版厚10cm超15cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ） t=5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

舗装版切断深

P. Co舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚20cm

再生骨材 RC-40

T. 路盤工 路盤厚15cm

再生骨材 RC-40

U. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

V. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

W. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

X. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

Y. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

Z. 軽量金属製支保工1段

a. 軽量鋼矢板建込み H=2.10

b. 軽量金属製支保工2段

c. 区画線 実線 白 W=15cm

舗装版厚10cm以下

1.071 1.071 m3

0.895 0.895 m3

0.454 0.454 m3

名　　　称

3.15 ( DP0.44)

2.18 0.97

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

1.525 1.525 m3



口径・工種別土工数量計算表

2 DIP(GX) φ150mm

⑰水管橋接続部 L= ｍ

L = + + +

A. 機械掘削（会所掘含） 2.300  ×  0.549

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻 2.300  ×  0.258

D. 発生土埋戻 2.300  ×  0.270

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 2.300  ×  0.279

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=12cm 舗装版厚10cm超15cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ） t=5cm 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

舗装版切断深

P. Co舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚20cm

再生骨材 RC-40

T. 路盤工 路盤厚15cm

再生骨材 RC-40

U. 路盤工 路盤厚10cm

18-8-25N

V. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

W. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

X. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

Y. 軽量鋼矢板建込み H=1.80

Z. 軽量金属製支保工1段

a. 軽量鋼矢板建込み H=2.10

b. 軽量金属製支保工2段

c. 区画線 実線 白 W=15cm

舗装版厚10cm以下

0.642 0.642 m3

0.593 0.593 m3

0.621 0.621 m3

名　　　称

2.3 ( DP0.65)

0.60 1.70

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

1.263 1.263 m3



口径・工種別土工数量計算表

2 DIP(GX) φ150mm
L= ｍ

⑲歩道部(レジコン弁室設置工) N= 箇所

N = + + +

A. 機械掘削（会所掘含） 1.000  ×  11.264

B. 人力掘削

C. 山砂埋戻

D. 発生土埋戻 1.000  ×  8.348

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

E. （発生土） 1.000  ×  2.916

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

F. （ｱｽﾌｧﾙﾄ塊）

G. ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材処理

ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ運搬

H. （ｺﾝｸﾘｰﾄ塊）

I. ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材処理

J. 舗装版切断濁水処理

舗装版破砕掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

K. （バックホウ） t=17cm 舗装版厚40cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版

L. （バックホウ） t=5cm  　 舗装版厚10cm以下

舗装版直接掘削・積込 ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装版

M. （バックホウ） t=10cm 

舗装版切断深

N. As舗装版切断 t=30cmまで

舗装版切断深

O. As舗装版切断 t=15cmまで

舗装版切断深

P. Co舗装版切断 t=15cmまで

再生骨材 RC-40

Q. 路盤工 路盤厚65cm

再生骨材 RC-40

R. 路盤工 路盤厚35cm

再生骨材 RC-40

S. 路盤工 路盤厚30cm

再生骨材 RC-40

T. 路盤工 路盤厚10cm

再生骨材 RC-40

U. 凍上抑制層 路盤厚15cm

18-8-25N

V. コンクリート打設 舗装厚10cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(20)-50

W. （車道・人力施工） 舗装厚5cm

復旧工：表層工 ｴｺｽﾗｸﾞ再生密粒As(13)-50

X. （歩道・機械施工） 舗装厚3cm

Y. 軽量鋼矢板建込み 1.000  ×  3.250 H=1.80

Z. 軽量金属製支保工1段 1.000  ×  3.250

a. 区画線 実線 白 W=15cm

b. 区画線 実線 黄 W=15cm

c. 区画線 矢印・記号・文字 15cm換算

3.25

3.250 3.250 m

3.250 3.250 m

舗装版厚10cm以下

2.916 2.916 m3

8.348 8.348 m3

名　　　称

1.00 ( DP0.42 )

1.00

計算式（距離×基本数値） 面積・体積 計上数値 備考

11.264 11.264 m3



DIP（GX)φ150 DP0.65m

１ｍ当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m/m

舗装版直接掘削積込 A  = = m2/m

t= cm

廃材処理・運搬 V  = = m3/m

舗装版切断濁水処理 V  = = m
3
/m

機械掘削工(会所掘部) V  = 0.600×0.919×1.000 = 0.551 0.551 m3/m

人力掘削工 V  = = m3/m

山砂埋戻工 V  = (0.600×0.469－π／4×0.1692)×1.000 = 0.259 0.259 m
3
/m

発生土埋戻 V  = 0.600×0.450×1.000 = 0.270 0.270 m3/m

残土処分工(土砂) V  =掘削土量0.551－埋戻し土量0.270 = 0.281 0.281 m3/m

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2/m

表層工 t= cm A  = = m2/m

土留工 H= L  = = m/m

（軽量金属製支保工 段)

④県道車道部+
既設管接続部

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量

復旧幅600

掘
削
深
 9
19

10
0

16
9

20
0

45
0

20
0

45
0

土
被
り
 6
50

30
0

20
0

15
0

50

40
0

計
画
土
被
り
 1
,0
50

掘削幅　600

46
9

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削
発生土

④県道車道部+既設管接続部　φ150

土被り 0.65m

DIPφ150(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50 t= 5cm 

上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　　  　　 t=15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=20cm

(RC100)

復旧幅600

掘
削
深
 9
19

10
0

16
9

20
0

45
0

20
0

45
0

土
被
り
 6
50

30
0

20
0

15
0

50

40
0

計
画
土
被
り
 1
,0
50

掘削幅　600

46
9

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削
発生土

④県道車道部+既設管接続部　φ150

土被り 0.65m

DIPφ150(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50 t= 5cm 

上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　　  　　 t=15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=20cm

(RC100)



⑤県道車道部 DIP（GX)φ150 DP0.80m

１ｍ当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m/m

舗装版直接掘削積込 A  = = m2/m

t= cm

廃材処理・運搬 V  = = m3/m

舗装版切断濁水処理 V  = = m3/m

機械掘削工(会所掘部) V  = 0.600×1.069×1.000 = 0.641 0.641 m3/m

人力掘削工 V  = = m
3
/m

山砂埋戻工 V  = (0.600×0.469－π／4×0.1692)×1.000 = 0.259 0.259 m3/m

発生土埋戻 V  = 0.600×0.600×1.000 = 0.360 0.360 m3/m

残土処分工(土砂) V  =掘削土量0.641－埋戻し土量0.360 = 0.281 0.281 m
3
/m

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2/m

表層工 t= cm A  = = m2/m

土留工 H= L  = = m/m

（軽量金属製支保工 段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量

復旧幅600
掘
削
深
 1
,0
69

10
0

16
9

20
0

60
0

20
0

60
0

土
被
り
 8
00

30
0

20
0

15
0

50

40
0

計
画
土
被
り
 1
,2
00

掘削幅　600

46
9

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削
発生土

⑤県道車道部　φ150

土被り 0.80m

DIPφ150(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50 t= 5cm 

上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　　  　　 t=15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=20cm

(RC100)

復旧幅600
掘
削
深
 1
,0
69

10
0

16
9

20
0

60
0

20
0

60
0

土
被
り
 8
00

30
0

20
0

15
0

50

40
0

計
画
土
被
り
 1
,2
00

掘削幅　600

46
9

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削
発生土

⑤県道車道部　φ150

土被り 0.80m

DIPφ150(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50 t= 5cm 

上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　　  　　 t=15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=20cm

(RC100)



⑥県道車道部 DIP（GX)φ150 DP1.73m

１ｍ当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m/m

舗装版直接掘削積込 A  = = m2/m

t= cm

廃材処理・運搬 V  = = m3/m

舗装版切断濁水処理 V  = = m3/m

機械掘削工(会所掘部) V  = 1.000×1.999×1.000 = 1.999 1.999 m
3
/m

人力掘削工 V  = = m3/m

山砂埋戻工 V  = (1.000×0.469－π／4×0.169
2
)×1.000 = 0.447 0.447 m3/m

発生土埋戻 V  = 1.000×1.530×1.000 = 1.530 1.530 m3/m

残土処分工(土砂) V  =掘削土量1.999－埋戻し土量1.530 = 0.469 0.469 m3/m

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2/m

表層工 t= cm A  = = m2/m

土留工 H=2.10m L  = = 1.000 1.000 m/m

（軽量金属製支保工 1段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量

復旧幅 1000

掘
削
深
 1
,9
99

10
0

16
9

20
0

1,
53
0

20
0

1,
53
0

土
被
り
 1
,7
30

30
0

20
0

15
0

50

40
0

計
画
土
被

り
 2
,1
30

掘削幅 1000

46
9

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削

発生土

⑥県道車道部　φ150
土被り 1.73m

DIPφ150(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50 t= 5cm 

上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　　  　　 t=15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=20cm

発生土
(RC100)

復旧幅 1000

掘
削
深
 1
,9
99

10
0

16
9

20
0

1,
53
0

20
0

1,
53
0

土
被
り
 1
,7
30

30
0

20
0

15
0

50

40
0

計
画
土
被

り
 2
,1
30

掘削幅 1000

46
9

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削

発生土

⑥県道車道部　φ150
土被り 1.73m

DIPφ150(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50 t= 5cm 

上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　　  　　 t=15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=20cm

発生土
(RC100)



⑦歩道部 DIP（GX)φ150 DP0.42m

１ｍ当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m/m

舗装版直接掘削積込 A  = = m2/m

t= cm

廃材処理・運搬 V  = = m3/m

舗装版切断濁水処理 V  = = m
3
/m

機械掘削工(会所掘部) V  = 0.600×0.689×1.000 = 0.413 0.413 m3/m

人力掘削工 V  = = m3/m

山砂埋戻工 V  = (0.600×0.469－π／4×0.169
2
)×1.000 = 0.259 0.259 m

3
/m

発生土埋戻 V  = 0.600×0.220×1.000 = 0.132 0.132 m3/m

残土処分工(土砂) V  =掘削土量0.413－埋戻し土量0.132 = 0.281 0.281 m3/m

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2/m

表層工 t= cm A  = = m2/m

土留工 H= L  = = m/m

（軽量金属製支保工 段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量

復旧幅600

掘
削

深
 6
89

10
0

16
9

20
0

22
0

20
0

22
0

土
被
り
 4
20

30
0

15
0
10
0

30

28
0

計
画
土
被
り
 7
00

掘削幅　600

46
9

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削

発生土

⑦歩道部　φ150

土被り 0.42m

DIPφ150(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50 t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　 　t=10cm
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=15cm復旧幅600

掘
削

深
 6
89

10
0

16
9

20
0

22
0

20
0

22
0

土
被
り
 4
20

30
0

15
0
10
0

30

28
0

計
画
土
被
り
 7
00

掘削幅　600

46
9

埋設シート

掘　削 復　旧

山  砂

機械掘削

発生土

⑦歩道部　φ150

土被り 0.42m

DIPφ150(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50 t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　 　t=10cm
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=15cm



⑧歩道部 DIP（GX)φ150 DP0.92m

１ｍ当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m/m

舗装版直接掘削積込 A  = = m2/m

t= cm

廃材処理・運搬 V  = = m3/m

舗装版切断濁水処理 V  = = m
3
/m

機械掘削工(会所掘部) V  = 0.600×1.189×1.000 = 0.713 0.713 m3/m

人力掘削工 V  = = m3/m

山砂埋戻工 V  = (0.600×0.469－π／4×0.169
2
)×1.000 = 0.259 0.259 m

3
/m

発生土埋戻 V  = 0.600×0.720×1.000 = 0.432 0.432 m3/m

残土処分工(土砂) V  =掘削土量0.713－埋戻し土量0.432 = 0.281 0.281 m3/m

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2/m

表層工 t= cm A  = = m2/m

土留工 H= L  = = m/m

（軽量金属製支保工 段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量
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DIPφ150(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50 t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　 　t=10cm
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=15cm復旧幅600
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⑧歩道部　φ150

土被り 0.92m

DIPφ150(GX)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50 t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　 　t=10cm
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　　　　　 t=15cm



⑮県道車道部(栓設置） φ150  DP0.55m

１箇所当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m

舗装版直接掘削積込 A  = = m2

t= cm

廃材処理・運搬 V  = = m3

舗装版切断濁水処理 V  = = m3

機械掘削工(会所掘部) V  = 1.000×1.000×0.350 = 0.350 0.350 m3

人力掘削工 V  = 1.000×1.000×0.669 = 0.669
V_2= π／4×0.1692×1.000×－1 = -0.022

合    計  = 0.647 0.647 m3

山砂埋戻工 V_1= 1.000×1.000×0.669 = 0.669 0.669 m3

V_2= π／4×0.1692×1.000×－1 = -0.022

合    計  = 0.647 0.647 m3

発生土埋戻 V  = 1.000×1.000×0.350 = 0.350 0.350 m3

残土処分工(土砂) V  = 機械掘削+人力掘削土量0.997－埋戻し土量0.350 = 0.669 0.669 m3

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2

表層工 t= cm A  = = m2

土留工 H　=1.80m L  = = m

（軽量金属製支保工 1段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量
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掘　削 復　旧

⑮県道車道部(栓設置)　φ150 1箇所
土被り 0.55m　L=1.00m

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50  t= 5cm 
上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　 　　　 　t=15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　 　　　　　　　　 t=20cm

計画地盤髙より DP0.95

既設水道管 DIPφ150 DP0.85

人力掘削
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⑮県道車道部(栓設置)　φ150 1箇所
土被り 0.55m　L=1.00m

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(20)-50  t= 5cm 
上層路盤工　粒調砕石 M0～40　　　　　　　　 　　　 　t=15cm
下層路盤工  再生骨材 RC-40 　　　　 　　　　　　　　 t=20cm

計画地盤髙より DP0.95

既設水道管 DIPφ150 DP0.85

人力掘削



⑯水管橋部 φ150(外装管 SUS-SDP) 平均DP0.44m

１ｍ当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m/m

舗装版直接掘削積込 A  = = m2/m

t= cm

廃材処理・運搬 V  = = m3/m

舗装版切断濁水処理 V  = = m3/m

機械掘削工(会所掘部) V  = 0.600×0.807×1.000 = 0.484 0.484 m
3
/m

人力掘削工 V  = = m3/m

山砂埋戻工 V  = (0.600×0.567－π／4×0.267
2
)×1.000 = 0.284 0.284 m3/m

発生土埋戻 V  = 0.600×0.240×1.000 = 0.144 0.144 m
3
/m

残土処分工(土砂) V  =掘削土量0.484－埋戻し土量0.144 = 0.340 0.340 m3/m

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m
2
/m

表層工 t= cm A  = = m2/m

土留工 H= L  = = m/m

（軽量金属製支保工 段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量
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(0.456+0.419)/2=0.438≒0.440
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⑰水管橋接続部 φ150(SUS304TP) 平均DP0.65m

１ｍ当たり数量

As舗装切断 t= cm L  = = m/m

舗装版直接掘削積込 A  = = m2/m

t= cm

廃材処理・運搬 V  = = m3/m

舗装版切断濁水処理 V  = = m
3
/m

機械掘削工(会所掘部) V  = 0.600×0.915×1.000 = 0.549 0.549 m3/m

人力掘削工 V  = = m3/m

山砂埋戻工 V  = (0.600×0.465－π／4×0.165
2
)×1.000 = 0.258 0.258 m3/m

発生土埋戻 V  = 0.600×0.450×1.000 = 0.270 0.270 m3/m

残土処分工(土砂) V  =掘削土量0.549－埋戻し土量0.270 = 0.279 0.279 m3/m

仮復旧

路盤工 t= cm A  = = m2/m

表層工 t= cm A  = = m2/m

土留工 H= L  = = m/m

（軽量金属製支保工 段)

略 図 及 び 計 算 式 数　量名　称
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⑲歩道部(レジコン弁室設置工)
No.1

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量
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フランジ短管

伸縮可撓継手

短管１号

短管1号
(SUS304)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 

Ｇ.Ｌ.

接着面

現地モルタル調整代

R115

流水方向

流水方向

防護ｺﾝｸﾘｰﾄ
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0

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 
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フランジ短管

伸縮可撓継手

短管１号

短管1号
(SUS304)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 

Ｇ.Ｌ.
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表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 



⑲歩道部(レジコン弁室設置工)
No.2

１箇所当たり数量

As舗装切断 t= cm m

舗装版直接掘削積込 m2

廃材処理・運搬 m3

舗装版切断濁水処理 m3

機械掘削工
V  = 2.390×3.250×1.405＋1.800×1.300×

0.150 = 11.264 11.264 m3

人力掘削工 V  = = m3

山砂埋戻工 V  = = m3

発生土埋戻 V  =

2.390×3.250×1.405－(1.590×1.090×
1.355＋1.800×1.300×0.050＋0.500×
0.500×0.200×2) = 8.348 8.348 m3

残土処分工(土砂) V  =掘削土量11.264－埋戻し土量8.348 = 2.916 2.916 m3

路盤工 t= cm A  = = m2

表層工 t= cm A  = = m2

土留工　H=1.80 L  = = 3.250 3.250 m

（軽量金属製支保工1段)

名　称 略 図 及 び 計 算 式 数　量



L=40.77m （DIP（GX)φ150mm）

本管 消火栓 計
  S種管 Σ=  9

G X 形 直 管 φ 150 × 5.00 本 2 5.00 10.00
  S種管 本 (7)

G X 形 切 管 φ 150 × 5.00 m 24.41 1.00 24.41
　GX形 1 1 0.17 0.17

二 受 Ｔ 字 管 φ 200 × 150 個 0.58
　GX形

Ｇ Ｘ 形 曲 管 150 × 45° 個 7 7 0.47 3.29
　GX形

Ｇ Ｘ 形 曲 管 φ 150 × 22 1/2° 個 2 2 0.41 0.82
　GX形

Ｇ Ｘ 形 曲 管 φ 150 × 11 1/4° 個 1 1 0.37 0.37
　GX形

GX 形 両 受 曲 管 φ 150 × 45° 個 4 4 0.20 0.80
　GX形

GX 形 両 受 曲 管 φ 150 × 22 1/2° 個 1 1 0.14 0.14
　GX形

短 管 １ 号 φ 150 個 2 2 0.09 0.18
　GX形

Ｇ Ｘ 形 継 輪 φ 150 個 1 1 0.24 0.24
　GX形 

接 合 セ ッ ト φ 150 個 11 11
　GX形 

Ｇ Ｘ 形 G-Link φ 150 個 25 25
　GX形

Ｇ Ｘ 形 ラ イ ナ φ 150 個 8 8 0.04 0.32
　Ｋ形

Ｋ 形 栓 φ 150 個 1 1
　DIP用

フ ラ ン ジ 短 管 φ 150 個 1 1 0.30 0.30

合 フ ラ ン ジ φ 150 個 3 3

フ ラ ン ジ 接 合 材 φ 150 組 3 3
　SUS形

伸 縮 可 と う 継 手 φ 150 個 1 1 0.20 0.20
　GX形 U×U

伸 縮 可 と う 管 φ 150 偏心量200mm 個 1 1 0.86 0.86
　GX形 U×S

伸 縮 可 と う 管 φ 150 偏心量200mm 個 1 1 1.14 1.14
橋梁部 接合用部品付 　GX形 U×S
伸 縮 可 と う 管 φ 150 偏心量200mm 個 2 2 1.14 2.28

　GX形
φ 150 基 0.55
　GX形
φ 150 基 2 2 0.22 0.44

HPPE×DIP変換ｿｹｯﾄ付 1 1 0.32 0.32
HPPE × DIP 用 T 字 管 φ 150 × 150 個 0.25

　HPPE用
HPPE 継 ぎ 輪 φ 150 個 1 1 0.03

管 明 示 テ ー プ  幅30mm 長さ20m/個 年号入 ｍ 29.5

埋 設 標 示 シ ー ト  幅150mm ダブル ｍ 46.3

管渠総延長（ΣL） 45.84 46.28

ｺﾞﾑ輪、ﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯ
ﾄ共

配　管　材　料　集　計　表

名　　　称 形状・寸法 単位
数　量

単位長 延　長

Σ=  9
2

(7)
24.41

ｺﾞﾑ輪、押輪・Ｔ頭
B･N共 異形管

総延長-仕切弁

芯金入りﾊﾟｯｷﾝ、ｽﾃﾝ
ﾚｽﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ共

29.5

46.3

G X 形 受 挿 ｿ ﾌ ﾄ ｼ ｰ ﾙ
仕 切 弁

G X 形 両 受 ｿ ﾌ ﾄ ｼ ｰ ﾙ
仕 切 弁

46.28 - 0.44



（DIP(GX)φ150mm）

本管 控除 計

配 水 管 設 置 工
吊り込み据付け（機械力） 総延長－仕切弁

鋳 鉄 管 布 設 工 φ 150 ｍ 45.84 45.84
　GX形（直管）

鋳 鉄 管 接 合 工 φ 150 口 8 8
　GX形（異形管）

鋳 鉄 管 接 合 工 φ 150 口 11 11
　GX継手G-Link（60％割増）

鋳 鉄 管 接 合 工 φ 150 口 25 25
　GＸ形・K形 　新設 +　既設

鋳 鉄 管 切 断 工 φ 150 口 19 19 18 1
　HPPE形 　新設 +　既設

ポリエチレン管切断工 φ 150 口 3 3 3
K形

鋳 鉄 管 継 手 取 外 し 工 φ 150 口 1 1 　栓
K形

メ カ ニ カ ル 継 手 工 φ 150 口 2 2 　栓　　+
　HPPE形

ポリエチレン管継手工 φ 150 口 4 4 HPPE×DIP用T字管+HPPE継ぎ輪

フ ラ ン ジ 接 合 工 φ 150 口 3 3

明 示 テ ー プ 工 ｍ 29.5 29.5

明 示 シ ー ト 工 ｍ 46.3 46.3
φ800以下

通 水 試 験 工  (既設管連絡充水） ｍ 46.3 46.3

HPPE×DIP用
T字管

配　管　労　務　集　計　表

名　　　称 形状・寸法 単位
数　量

適　　　用



切管調書 150 定尺長= 5.00 m
甲切管 有効長 残管長

(ｍ) 1 2 3 4 5 (ｍ) (ｍ)

①-1 ①-4 ①-3 ①-2
GX　G G　G G　G G　GX

1 1.00 1.00 1.20 1.10 4.30 0.70 4
②-1 ②-4 ②-3 ②-2
GX　G G　G G　G G  GX

2 0.68 1.07 1.33 1.12 4.20 0.80 4
③-1 ③-4 ③-3 ③-2
GX  G G　G G　G G  GX

3 0.81 0.77 1.17 2.04 4.79 0.21 4
④-1 ④-2
　GX  K G  GX

4 2.76 2.00 4.76 0.24 2
⑤-1 ⑤-2
GX　G G  GX

5 3.75 0.95 4.70 0.30 2
⑥-1
GX　G

6 0.70 0.70 4.30 1
⑦-1
GX　G

7 0.96 0.96 4.04 1

小計 24.41 10.59 0 0 18 0

切管調書 150 （3種管） 定尺長= 5.00 m
甲切管 有効長 残管長

(ｍ) 1 2 3 4 5 (ｍ) (ｍ)

小計 0.00 0.00 0 0 0 0

切管調書 150 （1種管） 定尺長= 5.00 m
甲切管 有効長 残管長

(ｍ) 1 2 3 4 5 (ｍ) (ｍ)

小計 0.00 0.00 0 0 0 0

合計 24.41 10.59 0 0 18 0

切管用定尺管本数（GX形） 7 本

切管用定尺管本数（Ｋ形） 0 本

GX継手挿口加工(φ150) 0 口

鋳鉄管切断・溝切加工(φ150) 0 口

鋳鉄管切断工(φ500) 18 口

鋳鉄管溝切加工(φ150) 0 口

DIPφ

本数

乙  切  管(ｍ) 挿口加
工

切断工･
溝切工

L4・L5(A)・L5（B)・L6

溝切工
のみ

DIP（K)φ

本数

乙  切  管(ｍ) 挿口加
工

切断工･
溝切工

切断工
のみ

溝切工
のみ

切断工
のみ

溝切工
のみ

DIP（K)φ

本数

乙  切  管(ｍ) 挿口加
工

切断工･
溝切工

切断工
のみ



DIP(GX)管 外径 円周率 巻数 布設延長 延長(m)

φ75 0.093 3.14 1.50 0.00 0.00

φ100 0.118 3.14 1.50 0.00 0.00

φ150 0.169 3.14 1.50 46.28 29.47

φ200 0.220 3.14 1.50 32.02 26.54

φ250 0.272 3.14 1.50 0.00 0.00

φ300 0.323 3.14 1.50 0.00 0.00

56.01

HPPE管 外径 円周率 巻数 布設延長 延長(m)

φ75 0.090 3.14 1.50 0.00 0.00

φ100 0.125 3.14 1.50 0.00 0.00

φ150 0.180 3.14 1.50 0.00 0.00

φ200 0.250 3.14 1.50 0.00 0.00

φ250 0.315 3.14 1.50 0.00 0.00

φ300 0.355 3.14 1.50 0.00 0.00

0.00

PP管(１種二層管) 外径 円周率 巻数 布設延長 延長(m)

φ13 0.022 3.14 1.50 0.00 0.00

φ20 0.027 3.14 1.50 0.00 0.00

φ25 0.034 3.14 1.50 0.00 0.00

φ30 0.042 3.14 1.50 0.00 0.00

φ40 0.048 3.14 1.50 0.00 0.00

φ50 0.060 3.14 1.50 0.00 0.00

0.00

明示テープ算出表

　管長４m以下の管は、管の両端から１５～２０cmならびに中間１カ所。

　管長４m以下の管は、管の両端から１５～２０cmならびに中間１カ所。

１本（４m）あたり３カ所

１本（５m）あたり４カ所

１本（５m）あたり４カ所

１本（６m）あたり４カ所

※管径350㎜以下は胴巻テープのみ。

胴巻テープの間隔

合計

胴巻テープの間隔

合計

　管長５～６mの管は、管の両端から１５～２０cmならびに中間２カ所。

※管径350㎜以下は胴巻テープのみ。

　管長５～６mの管は、管の両端から１５～２０cmならびに中間２カ所。

※管径350㎜以下は胴巻テープのみ。

　貼付け間隔が２m以上にならないようカ所を増加する。

２m以下で貼付け

胴巻テープの間隔

合計



（仕切弁設置）

本管 計
　GX形
φ 200 基 3 3 0.61 1.83
　GX形
φ 200 基 1 1 0.26 0.26
　GX形
φ 150 基 2 2 0.22 0.44

鋳鉄管用(本バルブ付)
不 断 水 分 岐 割 T 字 管 φ 400 × 200(K形受口) 基 1 1 0.58 0.58

 φ50～200 座台共
仕 切 弁 筺   仕切弁筺 個 7 7

G X 形 受 挿 ｿ ﾌ ﾄ ｼ ｰ ﾙ
仕 切 弁

G X 形 両 受 ｿ ﾌ ﾄ ｼ ｰ ﾙ
仕 切 弁

G X 形 両 受 ｿ ﾌ ﾄ ｼ ｰ ﾙ
仕 切 弁

配　管　材　料　集　計　表

名　　　称 形状・寸法 単位
数　量

単位長 延　長



（仕切弁設置）

本管 控除 計

仕 切 弁 設 置 工 φ 200 基 4

仕 切 弁 設 置 工 φ 150 基 2
DIP用

不 断 水 連 絡 工 φ 400 × 200 基 1
φ50～200 座台共

仕 切 弁 筺 設 置 工 　仕切弁筺 箇所 7

適　　　用

配　管　労　務　集　計　表

名　　　称 形状・寸法 単位
数　量



L=30.05m （SUS304TP 150A）

本管 計

本 1 1

伸 縮 管 用 直 管 本 1 1

曲 管 本 1 1

1FT 字 曲 管 本 1 1
SUS304TP/SUS304TP

1メカ挿し2曲管（GX形） 本 1 1
SUS304

支 持 金 具 φ267.4用 組 13 13
SUS304

歩 行 防 止 柵 (SDP 用 ) φ267.4用 組 2 2
SUS304

伸 縮 管 カ バ ー φ364.6×1050L 組 1 1
SUS304

ワ ン タ ッ チ カ バ ー φ269.0×400L 組 5 5
SUS304

半 割 れ カ バ ー 組 1 1
SUS304

空 気 弁 基 1 1
SUS304

伸 縮 管 基 1 1
SUS304

絶 縁 U バ ン ド φ267.4用 M16 組 13 13
SUS304

組 13 13
SUS304

アンカーボルト(セラミッ
ク イ ン サ ー ト ) 組 26 26

フ ラ ン ジ 継 手 材 組 1 1

2 2

150A ベローズ型 伸縮
量 常時±25mm 地震時
±100mm

80A 上水(空気弁
用)(SOP-RF)

短 管

150A/φ267.4×4000L

150A/φ267.4,250A×
2974L×8°44'×1000L

150A/φ267.4×2000L 1

150A/250A×250L×
45°0'×385L×45°0'
×800L

本

本

SUS304/SUS-SDP(外ハ
ゼ)

150A/φ267.4,250A×
80A/125A×3532L×
35°23'×250L×240H

SUS304TP/SUS-SDP(内
ハゼ),SUS304TP

本

SUS304/SUS-SDP(外ハ
ゼ)

SUS304/SUS-SDP(外ハ
ゼ)

SUS304TP/SUS-SDP(内
ハゼ),SUS304TP

SUS304TP/SUS-SDP(内
ハゼ),SUS304TP

150A/φ267.4×4000L

250A×200L

不凍急排形空気弁φ25

支 承 φ267.4用

M16×75L
1B,1W,1SW(インサート
本体 70L)

配　管　材　料　集　計　表

名　　　称 形状・寸法 単位
数　量

単位長 延　長

直 管

1メカ挿し曲管（GX形）
150A×900L×45°1'×
500L

伸 縮 管 用 2 曲 管

SUS304TP

150A/φ267.4,250A×
500L×44°11'×362L

×45°0'×4000L

1 1

1



（水管橋）

本管 控除 計

架 設 工 添架形式 式 1 1

150A×5.0t m 1.4 1.4

m 1.4 1.4

箇所 9 9

ステンレス鋼管溶接工 箇所 1 1

現 場 溶 接 箇 所 洗 浄 工 箇所 9 9

外装管　250A 箇所 1 1

本管　150A 箇所 1 1

外装管　250A 箇所 1 1

空 気 弁 設 置 工 不凍急排形空気弁φ25 箇所 1 1

伸 縮 管 設 置 工 箇所 1 1

支 持 金 具 設 置 工 箇所 13 13

歩 行 防 止 柵 設 置 工 φ267.4用 箇所 2 2

φ364.6×1050L 箇所 1 1

φ269.0×400L 箇所 3 3

250A×200L 箇所 1 1

非 破 壊 検 査 工 X線検査(本管) 式 1 1

足 場 工 吊り足場 式 1 1
防護ｺﾝｸﾘｰﾄ
ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 　 18N ｍ3 0.9 0.9
防護ｺﾝｸﾘｰﾄ
型 枠 ｍ2 5.0 5.0
防護ｺﾝｸﾘｰﾄ
基 礎 砕 石 　 RC-40 t=10cm ｍ2 2.2 2.2

150A×5.0t/250A×
4.0t

埋 設 部 ス テ ン レ ス 鋼 管
布 設 工

埋設部溶接箇所補修工
（ジョイントコート）

埋 設 部 ス テ ン レ ス 鋼 管
布 設 工

埋設部溶接箇所補修工
（ジョイントコート）

数　量

伸 縮 管 カ バ ー 設 置 工
（ 保 温 工 含 ）

ワンタッチカバー設置工
（ 保 温 工 含 ）

接続部保温工（半割れカ
バ ー 部 ）

150A ベローズ型 伸縮
量 常時±25mm 地震時

±100mm

φ267.4用　支承取付
工含む

ステンレス鋼管溶接工 本管　150A×5.0t

外装管　250A×4.0t

本管　150A

現 場 溶 接 箇 所 洗 浄 工

配　管　労　務　集　計　表

名　　　称 形状・寸法 単位 適　　　用
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（㎜）or（㎡） （°） (kg/m)or(kg/㎡) （kg/個） （kg）

番　号 重量

1 31.0

SUS304 GXメカ挿し φ169.0×6.9ｔ 400 1 27.9 11.2 11.2

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 405 1 20.0 8.1 8.1

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 405 1 20.0 8.1 8.1

SUS304 Elbow φ165.2×5.0 45.01666 1 7.2 3.6 3.6 95L

番　号 重量

2 187.5

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 407 1 20.0 8.1 8.1

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 174 1 20.0 3.5 3.5

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 3905 1 20.0 78.1 78.1

SUS304 Elbow φ165.2×5.0 44.18333 1 7.2 3.5 3.5 93L

SUS304 Elbow φ165.2×5.0 45 1 7.2 3.6 3.6 95L

SUS304 Pipe φ267.4×4.0 200 1 26.2 5.2 5.2

SUS304 Pipe φ267.4×4.0 362 1 26.2 9.5 9.5

SUS304 Pipe φ267.4×4.0 2100 1 26.2 55.0 55.0

SUS-SDP Pipe φ267.4×0.8 1800 1 5.7 10.3 10.3

SUS304 socket φ267.4用 1 1.7 1.7

SUS304 Endseal φ259.4×φ165.2×4.0 0.031 1 31.7 1.0 1.0

ウレタン 150A/250A 2662 1 1.10 2.9 2.9

ウレタン 150A/φ267.4 1800 1 1.19 2.1 2.1

SUS304 Pipe φ355.6×4.0 50 1 35.0 1.8 1.8 カバー用リング

SUS304 End seal 250A/350A×4.0 0.04 1 31.72 1.24 1.2 カバー用リング

番　号 重量

3 108.9

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 4000 1 20.0 80.0 80.0

SUS-SDP Pipe φ267.4×0.8 3750 1 5.7 21.4 21.4

ウレタン 150A/φ267.4 3750 1 1.19 4.5 4.5

SUS304 Pipe φ355.6×4.0 50 1 35.0 1.8 1.8 カバー用リング

SUS304 End seal 250A/350A×4.0 0.04 1 31.72 1.24 1.2 カバー用リング

図　　　名 寸　　　　法

伸縮管用直管 150A/φ267.4×4000L

寸　　　　法

図　　　名 寸　　　　法

伸縮管用2曲管 150A/φ267.4,250A×500L×44°11'×362L×45°0'×4000L

1メカ挿し曲管（GX形） 150A×900L×45°1'×500L

図　　　名

材　料　内　訳　表
　　material　breakdown list

管理番号
file  no.

23S3530TG-K-H3

材　質
material

種　　別
classification

形　　　　状
configuration

長さ又は面積
length or area

角　度
angle 員数

q’ty

単位重量
unit weight

重　量
weight

合　計
total 摘　　要

abstract
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（㎜）or（㎡） （°） (kg/m)or(kg/㎡) （kg/個） （kg）

材　料　内　訳　表
　　material　breakdown list

管理番号
file  no.

23S3530TG-K-H3

材　質
material

種　　別
classification

形　　　　状
configuration

長さ又は面積
length or area

角　度
angle 員数

q’ty

単位重量
unit weight

重　量
weight

合　計
total 摘　　要

abstract

番　号 重量

4 105.5

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 4000 1 20.0 80.0 80.0

SUS-SDP Pipe φ267.4×0.8 3700 1 5.7 21.1 21.1

ウレタン 150A/φ267.4 3700 1 1.19 4.4 4.4

番　号 重量

5 118.6

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 2974 1 20.0 59.5 59.5

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 1000 1 20.0 20.0 20.0

SUS-SDP Pipe φ267.4×0.8 2574 1 5.7 14.7 14.7

SUS-SDP Pipe φ267.4×0.8 600 1 5.7 3.4 3.4

SUS304 Pipe φ267.4×4.0 250 2 26.2 6.6 13.2

SUS304 socket φ267.4用 2 1.7 3.4

ウレタン 150A/250A 250 2 1.10 0.3 0.6

ウレタン 150A/φ267.4 3174 1 1.19 3.8 3.8

番　号 重量

6 51.7

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 2000 1 20.0 40.0 40.0

SUS-SDP Pipe φ267.4×0.8 1700 1 5.7 9.7 9.7

ウレタン 150A/φ267.4 1700 1 1.19 2.0 2.0

図　　　名 寸　　　　法

短管 150A/φ267.4×2000L

直管 150A/φ267.4×4000L

図　　　名 寸　　　　法

曲管 150A/φ267.4,250A×2974L×8°44'×1000L

図　　　名 寸　　　　法
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（㎜）or（㎡） （°） (kg/m)or(kg/㎡) （kg/個） （kg）

材　料　内　訳　表
　　material　breakdown list

管理番号
file  no.

23S3530TG-K-H3

材　質
material

種　　別
classification

形　　　　状
configuration

長さ又は面積
length or area

角　度
angle 員数

q’ty

単位重量
unit weight

重　量
weight

合　計
total 摘　　要

abstract

番　号 重量

7 155.8

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 3459 1 20.0 69.2 69.2

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 177 1 20.0 3.5 3.5

SUS304 Pipe φ89.1×4.0 158 1 8.5 1.3 1.3

SUS304 Elbow φ165.2×5.0 35.38333 1 7.2 2.8 2.8 73L

SUS304 Flange 80Ａ×上水(SOP-RF) 1 3.7 3.7

SUS-SDP Pipe φ267.4×0.8 850 1 5.7 4.8 4.8

SUS304 Pipe φ267.4×4.0 2432 1 26.2 63.7 63.7

SUS304 socket φ267.4用 1 1.7 1.7

SUS304 Pipe φ139.8×3.5 90 1 11.9 1.1 1.1

SUS304 End seal φ139.8×φ89.1×4.0 0.009 1 31.7 0.3 0.3

ウレタン 150A/250A 2432 1 1.10 2.7 2.7

ウレタン 150A/φ267.4 850 1 1.19 1.0 1.0

ウレタン 80A/125A 90 1 0.29 0.03 0.03

番　号 重量

8 41.3

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 155 1 20.0 3.1 3.1

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 195 1 20.0 3.9 3.9

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 305 1 20.0 6.1 6.1

SUS304 Elbow φ165.2×5.0 45 2 7.2 3.6 7.2 95L

SUS304 Pipe φ267.4×4.0 150 1 26.2 3.9 3.9

SUS304 Pipe φ267.4×4.0 385 1 26.2 10.1 10.1

SUS304 Pipe φ267.4×4.0 200 1 26.2 5.2 5.2

SUS304 Endseal φ259.4×φ165.2×4.0 0.031 1 31.7 1.0 1.0

ウレタン 150A/250A 735 1 1.10 0.8 0.8

番　号 重量

9 99.3

SUS304 GXメカ挿し φ169.0×6.9ｔ 400 1 27.9 11.2 11.2

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 3698 1 20.0 74.0 74.0

SUS304 Pipe φ165.2×5.0 427 1 20.0 8.5 8.5

SUS304 Elbow φ165.2×5.0 35.3833 2 7.2 2.8 5.6 73L

図　　　名 寸　　　　法

支持金具 φ267.4用

1FT字曲管 150A/φ267.4,250A×80A/125A×3532L×35°23'×250L×240H

図　　　名 寸　　　　法

1メカ挿し2曲管（GX形） 150A/250A×250L×45°0'×385L×45°0'×800L

図　　　名 寸　　　　法
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（㎜）or（㎡） （°） (kg/m)or(kg/㎡) （kg/個） （kg）

材　料　内　訳　表
　　material　breakdown list

管理番号
file  no.

23S3530TG-K-H3

材　質
material

種　　別
classification

形　　　　状
configuration

長さ又は面積
length or area

角　度
angle 員数

q’ty

単位重量
unit weight

重　量
weight

合　計
total 摘　　要

abstract

番　号 重量

10 11.2

SUS304 L 75×75×9 620 1 10.1 6.3 6.3

SUS304 L 75×75×9 325 1 10.1 3.3 3.3

SUS304 PL 150×150×9.0 0.023 1 71.4 1.6 1.6

番　号 重量

11 21.7

SUS304 PL 419×200×6.0 0.084 2 47.6 4.0 8.0

SUS304 PL 75×200×6.0 0.015 4 47.6 0.7 2.8

SUS304 PL 70×75×4.0 0.003 12 31.7 0.1 1.2

SUS304 PL 1552×40×4.0 0.062 1 31.7 2.0 2.0

SUS304 PL 897×40×4.0 0.036 1 31.7 1.1 1.1

SUS304 RB φ13 1000 6 1.1 1.1 6.6

番　号 重量

12 15.3

SUS304 PL 1050×1145×1.5ｔ 1.20 1 11.9 14.3 14.3

SUS304 PL 1050×40×1.5ｔ 0.04 2 11.9 0.5 1.0

番　号 重量

13 2.5

SUS304 PL 880×400×0.8ｔ 0.35 1 6.344 2.2 2.2

ウレタン 150A/250A 300 1 1.10 0.3 0.3

図　　　名 寸　　　　法

ワンタッチカバー φ269.0×400L

図　　　名 寸　　　　法

半割れカバー 250A×200L

歩行防止柵(SDP用) φ267.4用

図　　　名 寸　　　　法

伸縮管カバー φ364.6×1050L

図　　　名 寸　　　　法



P.
材料計算書

名　　称 番号：

名称・規格 　算　　　　　式 数  量 単位

1式（2箇所）当たり算出

ｺﾝｸﾘｰﾄ　18N V_1=
(1.10＋0.10)×0.50×0.50－π／4×0.1652×
(1.10＋0.10)

= 0.274

V_2=
(0.97＋2.18)×0.50×0.50－π／4×0.2672×
(0.97＋2.18)

= 0.611

合    計 = 0.885 0.89 ｍ3

型枠 A_1= 0.50×0.50×3＋0.50×(2.07＋2.28)×2 = 5.100

A_2= (π／4×0.2672×1＋π／4×0.1652×2)×－1 = -0.099

合    計 = 5.001 5.00 ｍ2

基礎砕石 RC40 A  = (2.07＋2.28)×0.50 = 2.175 2.2 ｍ2

t=10cm

土工

掘削増分 V  = 0.07×(0.97＋2.18)＋0.10×(1.10＋0.10) = 0.341 0.341 ｍ3

山砂控除 V  = 0.19×(2.07＋2.28)×－1 = -0.827 -0.827 ｍ3

発生土埋戻分 V  = 0.01×(0.97＋2.18)＋0.02×(1.10＋0.10) = 0.056 0.056 ｍ3

防護コンクリート 縮尺 1:
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0.50
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0.
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平面図 平面図

断面図 断面図

コンクリート 18N

基礎砕石RC40 t=10cm

コンクリート 18N

コンクリート 18N

コンクリート 18N

基礎砕石RC40 t=10cm
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基礎砕石RC40 t=10cm
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機械掘削

発生土

外装管SUS-SDP

埋設シート

山  砂

機械掘削
発生土

SUS304TP 150A

コンクリート 18N

基礎砕石RC40 t=10cm

山砂控除
A=0.19 m2

掘削増分
A=0.07 m2

発生土埋戻分
A=0.01 m2

山砂控除
A=0.19 m2

掘削増分
A=0.10 m2

発生土埋戻分
A=0.02 m2

土　工

水管橋部

水管橋接続部
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A=0.07 m2

発生土埋戻分
A=0.01 m2

山砂控除
A=0.19 m2

掘削増分
A=0.10 m2

発生土埋戻分
A=0.02 m2

土　工

水管橋部

水管橋接続部



（レジンコンクリート弁室設置）

本管 計

配管材料
流量計室用
1500×1000×1200 式 1 1

配管労務
流量計室用
1500×1000×1200 個 1 1

均 し ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 18-8-25N ｍ3 0.10 0.1

均 し 型 枠 ｍ2 0.30 0.3

基 礎 砕 石  RC40、t=15cm ｍ2 2 2

防護ｺﾝｸﾘｰﾄ
ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 18N ｍ3 0.1 0.1
防護ｺﾝｸﾘｰﾄ
型 枠 ｍ2 1 1

レジンコンクリ-ト弁室

レジンコンクリート製
ボ ッ ク ス 設 置 工

配　管　材　料・労　務　集　計　表

名　　　称 形状・寸法 単位
数　量

単位長 延　長



P.
材料計算書

名　　称 番号：

名称・規格 　算　　　　　式 数  量 単位

1式（1箇所）当たり算出

レジコン弁室

レジンコンクリートボックス 1000W*1500L*1200H 1.0 式

調整リング φ1120*φ900*150H 1.0 個

脱着ステップ SUS製 1.0 個

埋め込みステップ SUS製（樹脂被覆） 3.0 個

親子鉄蓋（簡易防水タイプ） φ900*φ600 1.0 組

均しｺﾝｸﾘｰﾄ V  = 1.800×1.300×0.050 = 0.117 0.1 ｍ
3

18-8-25N

均し型枠 A  = 1.800×0.050×2＋1.300×0.050×2 = 0.310 0.3 ｍ2

基礎砕石 RC40 A  = 1.800×1.300 = 2.340 2.3 ｍ2

t=15cm

1式（2箇所）当たり算出

防護コンクリート

ｺﾝｸﾘｰﾄ　18N V  = = 0.091 0.1 ｍ3

型枠 A_1= 0.50×0.50×2＋0.50×0.20×6 = 1.100

A_2= π／4×0.169
2
×2×－1 = -0.045

小    計 = 1.055 1.1 ｍ2

((0.50×0.50×0.20)－(π／4×0.1692×0.20))
×2

レジンコンクリート弁室 縮尺 1:

78
5

16
9

土
被

り
70
0

1800

80
0

40
0

1,
20

0

85
50

1,
33

5
30
0

750 750

1,500

1,500

40
0

60
0

1,
00

0
45

45

15
0

1,
09

0
15
0

1300

20
0

10
0

30
0

30
0

30
0

50

88
5

45
0

15
0 30

12
0

450

230

35R1
15

φ1,120

φ1,060

φ900

15
0

50

15
0

50

500

50
0

200 200

200
200

9020030090

掘
削
幅

 2
,3
90

掘削幅 3,250

掘削幅 3,250 掘削幅　2,390

1,
40

5
15
0

掘
削

深
 1
,5

55

1,
40

5
15
0

掘
削

深
 1
,5

55

Ｇ.Ｌ.

接着面

現地モルタル調整代

R115

流水方向
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防護ｺﾝｸﾘｰﾄ

防護ｺﾝｸﾘｰﾄ

S=1:20防護コンクリート詳細図
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フランジ短管

伸縮可撓継手

短管１号

短管1号
(SUS304)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40
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防護ｺﾝｸﾘｰﾄ

S=1:20防護コンクリート詳細図
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フランジ短管

伸縮可撓継手

短管１号

短管1号
(SUS304)

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 

表　層　工　エコスラグ入り再生密粒度アスコン(13)-50  t= 3cm 

路　盤　工　砕石骨材 RC-40　　　　　　　 　　　　  　t=10cm 
凍上抑制層  再生骨材 RC-40 　　　　　　　　 　　　　 t=15cm 

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40

均しコンクリート
18-8-25N

基礎砕石 RC40



軽量鋼矢板土留使用数量

土留工最大延長部 3.25

⑭県道車道部(栓設置) 1.00 1.00

0.00

0.00 1.0

⑲歩道部(レジコン弁室設置工) 3.25 3.25

0.00 3.3

0.00

0.00

0.00 0.0

合計 = 4.3

①H=1.8m L=3.25m

軽量鋼矢板　： 3.25 ÷ 0.25 = 13.0 = 13 枚使用（片側）

腹　起　し　： 3.25 ÷ 4.00 = 0.8 = 1 本使用（片側）

切　り　梁　： 1 × 2 = 2 本使用（腹起し１本に２本使用）

軽量鋼矢板土留使用重量

①H=1.8m L=3.25m

使用数量 高さ 単位重量

軽量鋼矢板　： 13 × 2 × 2.0 × 10.4 = 540.8 ｋｇ

腹　起　し　： 1 × 2 × 38.6 = 77.2 ｋｇ

切　り　梁　： 2 × 3.2 = 6.4 ｋｇ

合計 624.4 kg

0.6 ｔ

φ200

φ150

φ75



軽量鋼矢板土留使用数量

土留工最大延長部 3.33

⑬不断水分岐割T字管 3.20 3.20

0.00

0.00 3.2

⑥県道車道部 3.33 3.33

0.00 3.3

0.00

0.00

0.00 0.0

合計 = 6.5

①H=2.1m L=3.33m

軽量鋼矢板　： 3.33 ÷ 0.25 = 13.3 = 14 枚使用（片側）

腹　起　し　： 3.33 ÷ 4.00 = 0.8 = 1 本使用（片側）

切　り　梁　： 1 × 2 = 2 本使用（腹起し１本に２本使用）

軽量鋼矢板土留使用重量

①H=2.1m L=3.33m

使用数量 高さ 単位重量

軽量鋼矢板　： 14 × 2 × 2.0 × 10.4 = 582.4 ｋｇ

腹　起　し　： 1 × 2 × 38.6 = 77.2 ｋｇ

切　り　梁　： 2 × 3.2 = 6.4 ｋｇ

合計 666.0 kg 1,290.4 ｋｇ

0.7 ｔ 1.3 ｔ

φ75

φ200

φ150


